
住
み
た
い
　住
ん
で
よ
か
っ
た
　魅
力
い
っ
ぱ
い
　元
気
な
浜
田

～
　豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
　～
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年
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農業法人の浜田市進出決定

臨港道路福井４号線

日本遺産追加認定を目指す「外ノ浦」

初寄港が決定した外国船籍のクルー
ズ船「コスタ・ネオロマンチカ」

浜田開府400年プレ講演会・座談会

広報はまだ：平成

平
成
29
年
11
月
に
、「
浜
田
港
港

湾
計
画
」
が
改
訂
さ
れ
、
今
後
15
年

間
の
浜
田
港
の
整
備
構
想
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
31
日
に
、
山
陰
自
動
車
道
と

浜
田
港
を
結
ぶ
臨
港
道
路
福
井
４
号

線
が
開
通
し
ま
し
た
。
年
内
に
は
、

福
井
埠
頭
に
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

が
整
備
予
定
で
、
浜
田
港
の
機
能
強

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
港
湾
計
画
に
基
づ

①
浜
田
の
魅
力
発
信

石
見
神
楽
は
、
平
成
29
年
度
に
浜

田
石
見
神
楽
社
中
連
絡
協
議
会
が

「
高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
近
年
、
海

外
公
演
も
増
え
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
で
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
期
間
に
、
東
京
で

公
演
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
働

き
か
け
ま
す
。

北
前
船
の
日
本
遺
産
追
加
認
定
に

つ
い
て
は
、
１
月
に
、
外
ノ
浦
を
寄

港
地
と
し
て
、
関
係
す
る
全
国
の
27

自
治
体
と
と
も
に
文
化
庁
へ
申
請
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
正
式
認
定
さ
れ

ま
し
た
ら
、
観
光
サ
イ
ン
な
ど
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
ほ
か
の
認
定

自
治
体
と
協
力
し
、
観
光
資
源
と
し

て
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

広
島
を
訪
れ
る
個
人
旅
行
客
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
交
通
手
段
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
発
信

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
浜
田
開
府
４
０
０
年
事
業

実
行
委
員
会
で
イ
ベ
ン
ト
事
業
を

検
討
し
、ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
の
準
備
に
も

取
り
組
み
ま
す
。　

平
成
30
年
度
は
、
第
４
回
目
の
プ

レ
講
演
・
座
談
会
の
開
催
や
、
甲
冑

隊
創
設
に
よ
る
大
名
行
列
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
企
業
誘
致

課
題
と
な
っ
て
い
る
工
場
用
地
不

足
を
解
消
す
る
た
め
、
島
根
県
へ
の

造
成
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
先
行

取
得
を
含
め
、
用
地
の
確
保
を
検
討

し
ま
す
。

②
雇
用
の
確
保

３
月
か
ら
、
新
た
に
、
浜
田
市
情

報
サ
イ
ト
「
浜
田
ダ
イ
ア
リ
ー
」
内

に
、
市
内
企
業
の
魅
力
や
求
人
情
報

を
掲
載
す
る
「
企
業
魅
力
発
信
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
は
、
こ
の
サ
イ
ト

を
広
く
周
知
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜

田
の
求
人
情
報
サ
イ
ト
や
、
ふ
る
さ

と
島
根
定
住
財
団
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

総
合
サ
イ
ト
と
連
携
し
、
地
元
新
卒

者
、
一
般
の
求
職
者
に
加
え
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
地
元
雇
用
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

③
販
路
開
拓

広
島
市
場
開
拓
室
は
、
平
成
29
年

10
月
に
、
広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
の

広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
所
を

移
転
し
ま
し
た
。
新
規
市
場
開
拓
に

重
点
を
置
き
、
更
な
る
営
業
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

き
、
浜
田
港
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
、
国
、
県
や
関
係
機
関
へ
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

①
中
小
事
業
者
支
援

「
事
業
承
継
」
に
つ
い
て
は
、
商

工
団
体
や
金
融
機
関
な
ど
と
連
携

し
、「
事
業
譲
渡
の
相
談
」
や
「
譲

渡
先
の
紹
介
」、「
創
業
を
目
指
す
起

業
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
行
う

「（
仮
称
）
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓

口
」
の
開
設
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
次
代
を
担
う
経
営
後
継
者
や
起

業
家
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
寄
附

自
治
体
間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
を
上
回
る

ご
寄
附
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
内

事
業
者
と
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

も
に
、
地
元
合
板
工
場
や
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
に
安
定
し
た
木
材
供
給

が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
力
し

ま
す
。

②
港
の
賑に

ぎ

わ
い
創
出
と
地
域
経
済
の

活
性
化

５
月
、
７
月
、
10
月
の
３
回
、
イ

タ
リ
ア
船
籍
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船

「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
が

入
港
し
ま
す
。
島
根
県
や
周
辺
市

町
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
受
入
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
久
保
田
章
市
市
長
は
、
平
成
30
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の

整
備

第
１
期
工
事
と
し
て
、
ま
き
網
用

の
７
号
荷
さ
ば
き
所
の
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

②
地
元
漁
船
の
存
続
対
策　

ま
き
網
漁
船
の
老
朽
化
対
策
と
し

て
、
漁
船
リ
ー
ス
事
業
の
活
用
な
ど

を
推
進
し
ま
す
。

③
浜
田
漁
港
エ
リ
ア
の
活
性
化

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
や
公
設
水

産
物
仲
買
売
場
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
関
係
者
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
抜
本
的
な
対
策
を
行
い
ま
す
。

④
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
の
活
用

輸
出
も
見
据
え
た
新
た
な
水
産
加

①
農
業
振
興

農
家
所
得
の
向
上
に
向
け
て
、
浜

田
の
顔
と
な
る
「
大
粒
ぶ
ど
う
」、

「
赤
梨
」、「
西
条
柿
」
の
３
つ
の
振

興
作
物
の
推
進
や
、「
大
豆
」、「
キ
ャ

ベ
ツ
」、「
あ
す
っ
こ
」、「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
」
な
ど
の
組
合
せ
作
物
の
生
産

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
耕
作
放
棄
地
対
策

「
農
業
委
員
会
」や
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」と
連
携
を
図
り
、担
い
手

の
確
保
、農
地
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

③
有
害
鳥
獣
対
策

迅
速
な
被
害
対
応
と
広
域
的
な
防

護
柵
の
設
置
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し

ま
す
。

④
畜
産
振
興

三
隅
町
に
進
出
す
る
畜
産
法
人
が

工
事
業
と
し
て
の
活
用
を
図
る
た

め
、引
き
続
き
、事
業
実
施
の
「
核
」

と
な
る
企
業
を
探
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
12
月
市
議
会
定
例
会
に

お
け
る
所
信
表
明
で
も
申
し
上
げ
ま

し
た
と
お
り
、
本
任
期
は
、
第
１

に
「
産
業
振
興
と
中
小
事
業
者
支

援
」、
第
２
に
「
少
子
化
対
策
と
子

育
て
支
援
」、
第
３
に
「
福
祉
の
充

実
と
市
民
負
担
の
軽
減
」、
第
４
に

「
ふ
る
さ
と
郷き

ょ
う
い
く育
と
歴
史
文
化
の
継

承
」、
第
５
に
「
中
山
間
地
域
の
諸

課
題
へ
の
対
応
」、第
６
に
「
防
災・

減
災
対
策
」、
第
７
に
「
行
財
政
改

革
」
の
、
以
上
７
つ
を
重
点
政
策
と

し
て
推
進
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、「
開
府
４
０
０

年
に
向
け
た
取
組
」、「
自
治
区
制

度
」、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応
」、「
観
光
に
お
け

る
広
域
連
携
」
の
４
つ
に
つ
い
て
、

重
要
事
項
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
平
成
30
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
、「
第
２
次
浜
田
市
総
合

振
興
計
画
」
の
７
つ
の
「
ま
ち
づ
く

り
の
大
綱
」
に
沿
っ
て
、
主
な
事
項

を
説
明
し
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
に
牧
場
を
開
設
す
る

予
定
で
す
。
施
設
整
備
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
優
良
乳
用
牛
導
入
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑤
大
規
模
農
業
の
推
進

５
月
に
は
「
元
谷
団
地
」
で
ト
マ

ト
生
産
法
人
が
営
農
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
雇
用
促
進
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

⑥
林
業
振
興

森
林
の
境
界
の
明
確
化
や
集
約
化

を
進
め
、
林
業
事
業
体
が
施
業
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と

④
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

東
京
路
線
の
２
便
化
の
維
持
に

は
、
更
な
る
イ
ン
対
策
の
取
組
が
必

要
で
す
。
首
都
圏
か
ら
の
観
光
誘
致

を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
萩
市
、
長

門
市
、
益
田
市
と
も
連
携
し
、
県
境

を
越
え
た
魅
力
発
信
や
観
光
コ
ー
ス

の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

浜
田
港
を
活い

か
し
た産業

振
興

観
光
・
交
流
の
推
進

企
業
立
地
と
雇
用
の
確
保

商
工
業
の
振
興

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

７
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

農
林
業
の
振
興

住
み
た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　
魅
力
い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田　
　
～　
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち　
～

平
成
30
年
度

3030施
政
方
針
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高齢者サロン

ふるさと郷育「しめ縄づくり」

ウォーキング大会

浜田市総合防災訓練

子育て支援センター「おひさま」

①
水
道
事
業
の
統
合
に
伴
う
水
道
料

金
の
改
定
な
ど

簡
易
水
道
事
業
の
上
水
道
事
業
へ

の
統
合
は
、４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

統
合
に
伴
う
水
道
料
金
の
改
定
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
十
分
な
周
知
期

間
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
30
年
10

月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
の
改
定
は
、
水
道
事
業

そ
の
も
の
の
経
営
改
善
効
果
に
加

え
、
国
の
高
料
金
対
策
に
係
る
地
方

財
政
措
置
の
継
続
を
織
り
込
み
、
負

担
の
増
加
を
極
力
少
な
く
し
、
平
均

24
・
８
％
の
改
定
と
し
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
急
激
な

負
担
増
を
回
避
す
る
た
め
、「
市
民

生
活
安
定
化
基
金
」
を
活
用
し
て
３

か
年
の
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
、
市

内
全
域
の
水
道
料
金
の
統
一
は
、
平

成
32
年
10
月
と
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
施
設
の
更
新
は
、
有

収
率
低
下
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
市

街
地
エ
リ
ア
の
老
朽
管
の
更
新
を
最

優
先
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
時
に
重
要
な
拠
点
と
な
る
病

院
な
ど
に
供
給
す
る
基
幹
管
路
の
耐

震
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
か

ら
３
年
か
け
て
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

②
下
水
道
事
業
の
推
進

下
水
道
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
駅
前
周
辺
地
区
を
最
優
先
と
し

て
、
平
成
32
年
度
の
事
業
着
手
に
向

け
て
、
都
市
計
画
決
定
や
事
業
認
可

の
準
備
を
進
め
ま
す
。

①
住
民
へ
の
情
報
周
知
手
段
の
確

保
・
充
実

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を

土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
い
山
間
部

な
ど
に
計
画
的
に
増
設
す
る
と
と
も

に
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
者
数

の
増
加
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

住
民
避
難
に
役
立
つ
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
河
川
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
新
た
に
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
市
立
公
民
館
な

ど
に
公
衆
用
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

し
、
避
難
所
設
営
時
に
、
避
難
者
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
で
き

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご

み
分
別
方
法
は
、
４
月
か
ら
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
、「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
か
ら
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
乾

電
池
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な

ど
の
「
危
険
物
・
有
害
物
」
は
、
レ

ジ
袋
な
ど
の
透
明
・
半
透
明
袋
で
出

す
こ
と
を
可
能
と
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
み
排
出
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
す
。

浜
田
市
火
葬
場
の
３
炉
あ
る
火
葬

炉
の
う
ち
、
平
成
29
年
度
に
１
炉
、

平
成
30
年
度
に
２
炉
の
更
新
工
事
を

行
い
、
20
年
程
度
の
延
命
を
図
り
ま

す
。

君
市
踏
切
改
良
事
業
は
、
平
成
32

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
踏
切
北

側
に
お
い
て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

浜
田
駅
前
広
場
整
備
事
業
は
、
詳

細
設
計
を
進
め
ま
す
。

次
期
「
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
再

編
計
画
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

見
直
し
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の

検
証
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
よ
り
良
い
交
通
体
系
の
再
構
築
を

検
討
し
ま
す
。

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
敬
老

乗
車
券
交
付
事
業
」
は
更
な
る
制
度

の
充
実
を
図
り
、「
運
転
免
許
自
主

返
納
支
援
事
業
」
は
、
引
き
続
き
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

山
陰
自
動
車
道
「
三
隅
益
田
道

路
」
の
整
備
は
、
引
き
続
き
早
期
完

成
を
目
指
し
、
国
に
対
し
て
事
業
促

進
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

場
所
に
加
え
、
整
備
費
や
運
営
費
な

ど
の
検
討
を
重
ね
、「
こ
れ
な
ら
ば

良
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
案
を

再
検
討
し
ま
す
。

①
城
山
公
園
の
整
備

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
城
山
公

園
の
整
備
は
、
浜
田
開
府
４
０
０
年

を
迎
え
る
平
成
31
年
秋
頃
の
完
成
を

目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館

貴
重
な
資
料
を
収
集
、
保
存
し
、

後
世
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、「
ふ

る
さ
と
郷
育
」
の
拠
点
と
し
て
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
郷
土
に
誇
り
と
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
、
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。平

成
28
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

「
浜
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

引
き
続
き
、
国
語
教
育
の
充
実
を

柱
に
「
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
学
校
図
書
館
活
用
教
育
な
ど
に
よ

り
、
学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

酷
暑
対
策
と
し
て
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
、
平
成
29
年
夏
の
教
室
温
度
の

調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
ま
ず
中

学
校
か
ら
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

制
度
の
安
定
化
の
た
め
、
平
成
30

年
度
か
ら
島
根
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
保
険
料
は
制
度
改
正
後

も
各
自
治
体
が
決
め
る
こ
と
か
ら
、

「
市
民
生
活
安
定
化
基
金
」
な
ど
を

活
用
し
、
被
保
険
者
の
過
重
な
負
担

の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
郷
育
」
の
推
進
を
通

じ
て
、「
浜
田
が
好
き
」、「
将
来
は

浜
田
で
働
き
た
い
」、「
市
外
か
ら
も

浜
田
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
子
ど

も
た
ち
を
育
み
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
軽
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
引
き
続
き
推
進
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
配
置
及

び
整
備
計
画
は
、
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
利

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

を
支
援
す
る
た
め
、
市
独
自
の
家
庭

教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
実

施
を
進
め
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
充
実

高
校
生
や
医
学
生
と
の
交
流
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
診
療
所
に
お
け
る

研
修
医
の
受
入
れ
の
推
進
な
ど
、
医

療
従
事
者
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
の
推
進

平
成
30
年
度
は
特
に
、
市
民
を
挙

げ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
を
検

討
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
学
校
、
職
域
、
地

域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
実
践
と

食
育
の
推
進
に
よ
り
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
確
立
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
各
種
検
診
な
ど
の
受
診
率

向
上
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

①
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
推
進

新
た
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

使
っ
て
い
な
い
70
歳
以
上
の
元
気
な

高
齢
者
を
対
象
に
、
温
泉
施
設
な
ど

の
入
浴
券
を
配
付
す
る
「
敬
老
入
浴

券
贈
呈
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
手
軽
に
行
え
る
体
操
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
な
ど

の
「
通
い
の
場
」
を
増
や
す
取
組
を

支
援
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す

く
」
の
建
て
替
え
は
、
現
在
、
検
討

委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
、
広
く
ご
意
見

を
伺
い
、
平
成
30
年
度
中
を
目
途
に

方
針
を
決
定
し
ま
す
。

②
妊
娠
期
か
ら
育
児
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援

子
ど
も
を
望
ん
で
い
て
も
叶
わ
な

い
ご
夫
婦
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

不
妊
治
療
、
不
育
症
治
療
の
助
成
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

①
子
育
て
環
境
の
施
設
整
備

４
月
か
ら
、
三
隅
保
育
所
内
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
ひ
さ
ま
」

が
開
設
さ
れ
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

も
石
見
小
学
校
で
１
ク
ラ
ブ
を
増
設

し
ま
し
た
。

ま
た
、
産
後
ケ
ア
や
訪
問
、
相
談

を
充
実
し
、
新
た
に
妊
婦
歯
科
検
診

の
助
成
を
設
け
る
な
ど
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

③
子
ど
も
医
療
費
助
成

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
更

な
る
軽
減
の
た
め
、
10
月
か
ら
就
学

前
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
と
し

ま
す
。

組
み
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
仕
事
や

生
活
な
ど
困
難
を
抱
え
る
人
の
相
談

に
の
る
な
ど
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

用
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
、

意
見
も
考
慮
し
、
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

浜
田
市
野
球
場
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
２
か
年
を
か
け
て
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

②
高
齢
者
の
更
な
る
支
援
体
制
の
強

化「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
、
平
成
30
年
度
の
早
い

時
期
に
開
設
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
ま
す
。

上
下
水
道
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

循
環
型
社
会
の
構
築

火
葬
場
整
備

４
自
然
環
境
を
守
り

活い

か
す
ま
ち

道
路
網
の
整
備

公
共
交
通
の
充
実

浜
田
駅
周
辺
環
境
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

障
が
い
者
福
祉
と

地
域
福
祉
の
充
実

国
民
健
康
保
険
制
度

学
校
教
育
の
充
実

社
会
教
育
の
推
進

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

家
庭
教
育
支
援
の
推
進

文
化
・
歴
史
教
育
の
環
境

整
備

3
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る

人
を
育
む
ま
ち

医
療
体
制
の
充
実
と

健
康
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
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獣肉加工施設

「楮」の原木剥ぎ作業

平
成
30
年
度
は
、
市
政
運
営
２
期

目
の
本
格
稼
働
の
年
で
す
。
多
様
化

す
る
行
政
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

島
根
県
の
協
力
も
得
な
が
ら
近
隣
市

町
と
連
携
し
、
島
根
県
西
部
の
中
核

都
市
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
つ
つ
、「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
産
業
振
興

石
州
半
紙
は
、
平
成
26
年
11
月
の

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
再
登
録
以

降
、
本
美
濃
紙
、
細
川
紙
の
産
地
と

と
も
に
和
紙
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
各

種
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
原
材
料
の
「
楮
」
の
生

産
拡
大
に
努
め
ま
す
。

「
石
州
和
紙
会
館
」
は
、
新
た
な

管
理
・
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け

て
、関
係
団
体・機
関
な
ど
と
協
議
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

遊
休
施
設
の
解
体
経
費
な
ど
に
充

て
る
「
市
有
財
産
有
効
活
用
推
進
基

金
」
を
活
用
し
、
財
産
処
分
の
取
組

を
強
化
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
全
庁
的

な
事
務
事
業
量
調
査
の
結
果
に
基
づ

き
、
新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
平
成
31
年
度
に
向
け
て
部
の

再
編
を
含
め
た
大
規
模
な
組
織
機
構

の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
業
務
改
善
や
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
つ
な
げ
る

手
法
と
し
て
、
事
業
評
価
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
は
、
交
通
手
段
の

確
保
、
買
い
物
環
境
の
維
持
、
耕
作

放
棄
地
や
有
害
鳥
獣
被
害
、
草
刈
り

な
ど
多
様
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
月
に
、
本
庁
と
支
所
の
関
係

部
署
を
横
断
す
る
組
織
と
し
て
、「
中

山
間
地
域
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
は
、
優
先
的
に
取
り
組
む
課
題

な
ど
を
整
理
し
な
が
ら
、
全
国
の
先

進
事
例
な
ど
も
調
査
研
究
し
、
各
課

題
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

現
制
度
の
延
長
期
限
の
半
年
前
で

あ
る
平
成
31
年
９
月
ま
で
に
方
向
性

の
承
認
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
も

お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

国
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
が
継

続
し
て
進
む
中
、
総
合
振
興
計
画
及

び
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
主
要
事
業

の
予
算
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

主
要
な
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
昨
年

７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

箇
所
の
災
害
復
旧
に
最
優
先
で
取
り

組
み
ま
す
。
継
続
事
業
で
は
、
城
山

公
園
や
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き

所
の
整
備
、
新
た
な
事
業
で
は
、
中

学
校
の
エ
ア
コ
ン
や
河
川
監
視
カ
メ

ラ
、
公
衆
用
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に

も
着
手
し
ま
す
。

②
三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
に
向
け

た
取
組

三
隅
発
電
所
２
号
機
の
建
設
は
、

ソ
フ
ト
事
業
で
は
新
た
に
、
敬
老

入
浴
券
の
贈
呈
、
乳
幼
児
医
療
費
の

無
料
化
、
草
刈
報
償
費
の
拡
充
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
効
果
額
を
踏
ま
え
つ

つ
、
公
共
施
設
の
解
体
な
ど
の
予
算

も
確
保
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
額

は
３
９
４
億
５
０
０
０
万
円
、
平
成

29
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、

７
億
９
０
６
８
万
７
千
円
の
増
、
率

に
し
て
２
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。今

後
は
、
地
方
交
付
税
の
縮
減
に

よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
す
が
、
継
続
し
て
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
収
支

の
改
善
に
努
め
、
基
金
の
取
崩
し
に

依
存
し
な
い
持
続
可
能
な
財
政
体
質

へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

①
農
業
生
産
と
加
工

弥
栄
自
治
区
の
農
業
最
適
化
計
画

を
作
成
し
て
作
業
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
農
薬
散
布
で
の
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
な
ど
、
農
作
業
の
省
力
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
米
」、「
野
菜
」、「
椎
茸
」
を
中

心
に
農
産
品
の
６
次
産
業
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
肉
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
得
て
加
工

販
売
を
行
う
と
と
も
に
、
後
継
者
育

成
に
努
め
ま
す
。

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

再
整
備
し
た
山
ノ
内
梨
園
の
農
地

へ
の
新
規
就
農
者
な
ど
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
米
「
坂

本
米
」
の
生
産
基
盤
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

①
農
業
振
興

元
谷
団
地
に
お
け
る
入
植
者
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

意
欲
あ
る
若
い
担
い
手
の
育
成

や
、
受
託
営
農
を
支
援
し
、
産
直
市

へ
の
出
荷
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
農

家
所
得
の
向
上
と
生
産
者
の
生
き
が

い
創
出
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取

り
組
み
ま
す
。

②
観
光
振
興

美
又
温
泉
の
誘
客
促
進
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
26
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
整
備
は
、

民
間
主
体
の
施
設
整
備
に
波
及
し
て

お
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
活
性
化

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
」

は
、
前
回
の
見
直
し
か
ら
３
年
を
経

過
す
る
こ
と
か
ら
、
更
に
有
効
な
地

域
活
動
の
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、

平
成
30
年
度
は
事
業
の
中
間
検
証
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

や
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
な
ど
の

事
例
を
調
査
、
研
究
し
、
よ
り
良
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

移
住
定
住
相
談
に
対
応
す
る
専
任

職
員
を
配
置
し
、
窓
口
機
能
を
強
化

し
ま
す
。

様
々
な
分
野
の
事
業
所
で
短
期
就

業
体
験
を
行
い
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就

業
者
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
「
浜

田
de
し

で

ご
と
合
宿
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業
」
を
、
平
成
30
年
度
か
ら
本

格
的
に
実
施
し
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
「
地
域
政
策
学
部
増
設
」
の
要

望
は
、
島
根
県
が
設
置
し
た
有
識
者

会
議
の
提
言
書
に
も
「
地
域
系
に
特

化
し
た
学
部
学
科
の
創
設
」
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
県
の

中
期
目
標
に
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が

示
さ
れ
る
か
、動
向
を
注
視
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

島
根
は
、
同
校
と
合
同
で
設
置
し
た

「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
、
学

校
の
存
続
に
向
け
た
今
後
の
あ
り
方

に
関
す
る
提
言
を
受
け
ま
し
た
。
学

校
側
で
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
も
、
提

言
を
踏
ま
え
た
取
組
に
対
し
て
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
学
生
と
地
域
と
の
交
流
を

一
層
促
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
が

学
生
と
連
携
し
て
行
う
交
流
事
業
に

助
成
す
る
「
市
民
交
流
促
進
事
業
」

を
、
学
生
に
対
し
て
も
助
成
で
き
る

よ
う
に
し
、
事
業
を
拡
大
し
ま
す
。

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

は
、「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
基
本
計
画
」
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
は
、「
浜
田
市
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
指
す
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
が
開
所
10
周

年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
へ
の
協

力
と
、
再
犯
防
止
に
向
け
た
支
援
を

行
い
ま
す
。

11
月
に
中
国
電
力
三
隅
発
電
所
２

号
機
の
建
設
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
設
中
は
も
ち
ろ
ん
、
完
成

後
も
設
備
点
検
の
た
め
継
続
的
に
管

轄
内
人
口
が
増
え
ま
す
の
で
、
消
防

三
隅
出
張
所
の
職
員
を
増
員
し
、
出

動
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

昨
年
は
救
急
出
動
件
数
が
３
千
件

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

山
陽
方
面
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る

旭
温
泉
へ
の
集
客
ア
ッ
プ
に
重
点
を

置
き
、
豊
か
な
農
村
景
観
や
地
元
食

材
、
石
見
神
楽
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

新
た
な
宿
泊
パ
ッ
ク
の
企
画
開
発

に
、
温
泉
組
合
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く
り

の
推
進

地
域
の
魅
力
を
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
有
し
、
弥
栄
自
治
区
の
風
土
に
合

う
定
住
対
策
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

②
地
域
防
災
力
の
向
上

昨
年
ま
で
に
各
支
所
に
消
防
職
員

を
配
置
し
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
育
成
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
防
災
訓
練
へ
の
市
民
参
加

を
促
進
す
る
な
ど
、
市
民
全
体
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

③
地
震
津
波
防
災
対
策

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

や
、
津
波
避
難
計
画
の
策
定
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
か
ら
、
厚
木
基
地

か
ら
岩
国
基
地
へ
の
艦
載
機
移
駐
が

本
格
的
に
始
ま
り
、
今
後
、
低
空
飛

行
訓
練
に
よ
る
騒
音
被
害
が
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
、
島
根
県
や
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
の
構
成
市
町
と
一
緒
に
、
外

務
省
、
防
衛
省
に
対
し
、
飛
行
訓
練

の
中
止
な
ど
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

す
。

を
超
え
、過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
搬
送
も
増
え
て
お
り
、
多

様
な
救
急
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
救
急
隊
員
の
資
質
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
か
ど
救
急
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
認
定
制
度
の
推
進
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

11
月
か
ら
工
事
が
本
格
化
し
ま
す
。

関
係
企
業
や
作
業
従
事
者
の
長
期
滞

在
、
資
材
の
納
入
な
ど
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
商
工
団
体
と
連
携
し
、
地
元

事
業
者
に
発
注
が
行
わ
れ
る
よ
う
取

り
組
む
と
と
も
に
、
空
き
地
の
情
報

提
供
や
空
き
家
の
確
保
な
ど
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
に
最
大
限
結
び

つ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

終
わ
り
に

三
隅
自
治
区

行
財
政
改
革

中
山
間
地
域
対
策

自
治
区
制
度

平
成
30
年
度
当
初
予
算（
案
）

中
山
間
地
域
対
策
、自
治
区
制
度

健
全
な
市
政
運
営
に
向
け
た
取
組

金
城
自
治
区

旭
自
治
区

弥
栄
自
治
区

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の定住

支
援

大
学
等
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

米
軍
機
騒
音
問
題
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市
内
の
多
種
多
様
な
文
化
・
芸
術

活
動
な
ど
を
行
う
皆
さ
ん
や
各
種
団

体
の
活
発
な
活
動
を
応
援
し
連
携
を

図
り
、
芸
術
文
化
の
振
興
・
発
展
に

取
り
組
み
ま
す
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル
は
、
照
明
機
器

な
ど
舞
台
関
係
設
備
の
改
修
に
よ

り
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
市
民
の
利

便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
石
正
美
術

館
や
世
界
こ
ど
も
美
術
館
は
、
優
れ

た
芸
術
文
化
振
興
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
各
館
の
役
割
分
担
や
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
ま

す
。

く
拠
点
と
し
て
、
整
備
方
針
や
計
画

の
検
討
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
地
域

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
に

向
け
て
取
り
組
む
住
民
の
拠
点
と
し

ワ
ー
ク
会
議
の
充
実
を
図
り
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
を

進
め
ま
す
。

さ
ん
の
教
育
活
動
支
援
、
地
域
に
お

け
る
放
課
後
や
休
日
の
活
動
支
援
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

育
み
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
大
人
た
ち
も
学
び
、
共
に
高
ま
っ

て
い
く
、
共
育
を
進
め
ま
す
。

者
を
支
援
す
る
た
め
、
市
独
自
の
家

庭
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
実
施
し
ま
す
。

と
協
力
し
、
競
技
力
の
向
上
と
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
浜
田
市
陸
上
競

技
場
の
第
４
種
公
認
検
定
継
続
の
た

め
の
改
修
工
事
や
、
老
朽
化
が
著
し

い
浜
田
市
野
球
場
の
改
修
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

館
は
、
平
成
30
年
度
に
開
館
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
更
な
る
利
用
促
進
に

向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
諸
団

体
と
連
携
し
て
様
々
な
啓
発
・
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま
す
。

「
第
２
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
家
庭
や

学
校
、
地
域
な
ど
で
の
読
書
普
及
を

推
進
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
良
い
本
に

触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、豊
か
な
感
受
性
を
育
て
ま
す
。

上
で
様
々
な
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も

や
若
者
が
健
や
か
に
成
長
し
、
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
青
少
年

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を

設
け
、
訪
問
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
団
体
な
ど
市
民

が
主
体
的
に
行
う
子
ど
も
た
ち
の
社

会
体
験
活
動
を
支
援
し
、
こ
れ
ら
の

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
の
活

性
化
と
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
厳
し
く
、
連
日
の
猛
暑
は
学
校
の

学
習
環
境
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校
生

活
の
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
普
通
教

室
と
特
別
支
援
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
中
学
校
３
年
生
の
学
級
か

ら
年
次
的
に
取
り
組
み
、
快
適
な
学

習
環
境
を
整
え
ま
す
。

社
会
教
育
を

推
進
し
て
い

中
学
校
区
毎

の
ネ
ッ
ト

学
校
に
お
け

る
地
域
の
皆

就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護

市
体
育
協
会

や
関
係
団
体

中
央
図
書
館

と
三
隅
図
書

社
会
生
活
を

円
滑
に
営
む

近
年
の
夏
の

暑
さ
は
非
常

公
民
館
の
活
動

は
ま
だ
っ
子
共き

ょ
う
い
く育
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

共
育
の
推
進

家
庭
教
育
支
援

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

図
書
館

青
少
年
の健

全
育
成

中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置

護
・
継
承
と
情
報
の
収
集
、
発
信
に

努
め
ま
す
。

平
成
31
年
に
迎
え
る
浜
田
開
府

４
０
０
年
に
向
け
、
プ
レ
講
演
・
座

談
会
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

貴
重
な
文
化

遺
産
の
保

文
化
財

合
計
画
審
議
会
」に
諮
問
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
丁
寧
な
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
、
答
申
を
受
け
た
後
、
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

館
は
、
浜
田
の
歴
史
・
文
化
の
保
存

や
継
承
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
郷
育
や

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

民
や
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
既
存
施
設
の
活

用
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
施
設
と

す
べ
き
か
を
し
っ
か
り
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
浜

田
歴
史
資
料

（
仮
称
）

浜
田
歴
史
資
料
館

談
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回
訪
問
の

充
実
や
嘱
託
指
導
主
事
の
増
員
を
行

い
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
努

め
、相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に

つ
い
て
、
教
育
支
援
委
員
会
の
意
見

ら
、中
学
校
は
平
成
31
年
度
か
ら「
特

別
の
教
科
道
徳
」
と
し
て
教
科
化
さ

れ
る
た
め
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
研
修
を
進
め
ま
す
。

小
学
校
の
外
国
語
活
動
は
、
平
成

32
年
度
か
ら
の
完
全
実
施
に
向
け
、

指
導
主
事
の
訪
問
指
導
や
公
開
授
業

研
究
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

来
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
大
会
に
な
る
よ
う
、
平
成
28

年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
、
中
体
連
や
体
操
連
盟

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

教
育
の
円
滑
な
接
続
を
行
う
た
め
の

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定

を
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
、
小
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
て
検
討
し
ま
す
。

学
校
統
合
は
、
次
期
学
校
統
合
計

画
策
定
の
た
め
、
平
成
29
年
５
月
に

学
校
規
模
や
適
正
配
置
、
校
区
の
見

直
し
、
学
校
建
設
計
画
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
、「
浜
田
市
立
学
校
統

福
祉
部
局
と

連
携
し
た
相

小
学
校
は
平

成
30
年
度
か

選
手
や
役

員
、
応
援
に

幼
児
期
の
教

育
と
小
学
校

特
別
支
援
教
育

道
徳
と
小
学
校
の

外
国
語
活
動

全
国
中
学
校
体
育

大
会
体
操
競
技

幼
児
教
育
・

学
校
統
合

ル
」
や
「
学
校
図
書
館
活
用
教
育
研

究
指
定
校
」、
全
小
中
学
校
へ
の
学

校
図
書
館
司
書
な
ど
の
配
置
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
言
語
活
動
や
読

書
が
広
が
り
、
学
習
へ
の
深
ま
り
も

見
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
取
組
を
継
続
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
の
全
国
審
査
会
で
は
、
優
良

賞
、
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
児
童
・
生

徒
が
出
る
な
ど
着
実
に
そ
の
成
果
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
市
教

育
委
員
会
は
、「
調
べ
る
学
習
」に
積

極
的
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
、
全

国
三
団
体
の
一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
な
ど

の
結
果
で
は
、
小
学
校
に
お
い
て
、

算
数
・
数
学
の
基
礎
学
力
の
定
着
に

課
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
の

「
算
数
授
業
改
善
推
進
校
」
や
、
市

の「
算
数・数
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
研
究
指
定
校
」な
ど
に
よ
り
学
力

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
授
業
改
善

や
教
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

「
調
べ
る
学

習
コ
ン
ク
ー

国
語
力
の
向
上

現
在
、
島
根
県
で
は
、
次
代
を
担

う
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
、
島
根
が

子
ど
も
を
育
て
る
の
に
良
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
魅
力
あ
る
地
域
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
、
定
住
・
移
住
の
地
と

し
て
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
島

根
の
教
育
を
よ
り
一
層
魅
力
あ
る
も

の
に
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
浜
田
市
で
も
、

ふ
る
さ
と
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

一
体
的
に
と
ら
え
、「
生
き
る
力
」

を
構
成
す
る
重
要
な
力
が
身
に
つ
く

よ
う
、幼
稚
園・保
育
所
、小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
と
連
携
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
高
等
学
校
は
、
社
会

に
出
る
一
歩
前
の
段
階
で
あ
り
、
今

後
は
、
市
内
の
県
立
高
等
学
校
と
協

働
し
て
高
校
魅
力
化
に
取
り
組
み
、

学
校
と
地
域
の
交
流
や
活
性
化
な

ど
、
様
々
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
組

織
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
は
人
の
尊
厳
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
行
為
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、

い
じ
め
問
題
の
根
絶
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
す
。

れ
た
新
た
な
学
習
指
導
要
領
で
は
、

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」「
何

を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

と
い
う
視
点
で
、
教
育
課
程
を
捉
え

直
し
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
針
を
受
け
、
県
教
育
委
員

会
は
、「
島
根
の
子
ど
も
た
ち
に
身

に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
力
」
と
し
て

「
主
体
的
に
課
題
を
見
つ
け
、
様
々

な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
答
え
の

な
い
課
題
に
粘
り
強
く
向
か
っ
て
い

く
力
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
言
語
活
動
の
充
実
や
国
語
力
の

向
上
、
学
校
図
書
館
活
用
教
育
の
基

盤
の
上
に
、
教
科
横
断
的
な
取
組
や

協
働
的
な
学
習
、
課
題
解
決
的
な
学

習
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
29
年
３

月
に
公
示
さ

新
学
習
指
導
要
領

ふ
る
さ
と
郷
育
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
海
、
山
、
川
な
ど
の
ふ
る
さ

と
の
自
然
に
着
目
し
た
自
然
体
験
活

動
推
進
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
公
民

館
や
関
係
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
充
実

に
努
め
ま
す
。

を
聞
き
な
が
ら
、
学
校
や
保
護
者
と

連
携
し
て
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

て
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
郷
育
を
推
進
し
、
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※　
元
号
は
全
て
「
平
成
」
で
統
一

し
て
い
ま
す
。

※　
平
成
30
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

城
山
公
園
の
整
備
は
、
県
指
定
史

跡
で
あ
る
浜
田
城
跡
の
保
存
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
学
術
的
な
調
査
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

３
芸
術
文
化
の
振
興

２
社
会
教
育

４
文
化
財
の
調
査
及
び
保
存

平
成
30
年
度

１
学
校
教
育

3030教
育
方
針
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ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値H29.7.25 H29.7.13 H30.1.23 H30.1.24
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（g/㎥ N） 0.005未満 0.004未満 0.005未満 0.004未満 0.08 0.01
硫黄酸化物（㎥ N/h） 0.013未満 0.011未満 0.013未満 0.012未満 75.8（注1） 0.2
窒素酸化物（ppm） 32 26 19 28 250 50
塩化水素（mg/㎥ N） 1 1未満 1未満 1 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.000034 0.000026 0.000077 0.0000011 1 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

H29.7.12

－ 3 －0.088
スラグ・メタル中ダイオキ
シン類（ng-TEQ/g）

H29.7.12
0.000047 

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

　平成29年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果は全て
基準を下回っていました。
　今後も、引き続き周辺環境に配
慮した施設運営に取り組みます。

問合せ
エコクリーンセンター（浜田地
区広域行政組合総務課業務係）
☎０８５５�５０８１

周辺環境測定結果（大気質） （平成29年７月８日～14日、７日間連続測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
（環境基準）

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04～　
0.06以下

二酸化硫黄（ppm） 日平均値の最大値 0.004 0.04以下
１時間値の最高値 0.008 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.028 0.1以下
１時間値の最高値 0.043 0.2以下

塩化水素（ppm） 平均値 0.002未満 0.02以下最高値 0.002未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0076 0.6以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

　浜田市名誉市民の佐々木正氏が、1月31日にご逝
去されました。
　生前のご功績を称え、市民の皆さんとともに哀悼
の意を捧げるため、次のとおり浜田市市葬を執り行
います。多数の参列をお願いします。
　なお、誠に勝手ながら、ご供花、ご供物、ご香資
の儀は固くご辞退申し上げます。

日時　
　４月８日㈰　午前10時～
場所
　島根県立大学　講堂
問合せ
　市長公室　☎�９１００

※　平服でご参列ください。

　市議会では、議会報告会を開催します。
　報告会では、３月定例会の説明と、各地域の
課題について意見交換をします。
　ぜひ、この機会に議員と話しませんか。　
日時　５月14日㈪　午後７時～８時30分
場所　・みどりかいかん
　　　・三隅公民館
日時　５月15日㈫　午後７時～８時30分
場所　・弥栄会館
　　　・旭支所
日時　５月16日㈬　午後７時～８時30分
場所　・浜田公民館
　　　・周布公民館
日時　５月17日㈭　午後７時～８時30分
場所　・美川公民館
　　　・国府公民館
問合せ　議会事務局　☎�９８００

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

購
入
で
き
る
人　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末

時
点
で
70
歳
以
上
（
昭
和
24
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
と
な
る
人

　
70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
市
内
の
公
共

交
通
機
関
で
利
用
で
き
る
「
敬
老
乗
車
券
」
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
中
に
上
限
（
10
冊
３
０
０
０
０
円

分
）
ま
で
購
入
し
た
人
も
、
新
た
に
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
交
通
学
校
支

援
係　
☎
�
９
２
０
１

敬老乗車券販売場所（４月）
場所 販売日時 場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

１日㈰
４日㈬～６日㈮
９日㈪～13日㈮

8:30～17:15

金
城

市役所金城支所 ２日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15

美又公民館 19日㈭ 9:00～10:00
２日㈪・３日㈫ 8:30～19:00 久佐公民館 19日㈭ 10:15～11:15

市役所本庁舎１階
総合窓口課

16日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15 今福公民館 19日㈭ 13:30～14:30

小国公民館 19日㈭ 10:15～11:15
石見公民館 25日㈬ 9:00～11:00 波佐公民館 19日㈭ 9:00～10:00
後野分館 27日㈮ 10:00～11:30

旭

市役所旭支所 ２日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15佐野分館 25日㈬ 13:00～14:30

宇津井分館 25日㈬ 15:00～16:30 木田公民館 13日㈮ 9:00～10:00
細谷分館 17日㈫ 9:00～10:15 和田公民館 13日㈮ 10:30～11:30
長見分館 17日㈫ 10:30～12:00 都川公民館 13日㈮ 9:00～10:00

長浜公民館 17日㈫ 13:00～15:00 市木公民館 13日㈮ 10:30～11:30
国府公民館 18日㈬ 13:00～15:00

弥
栄

市役所弥栄支所 ２日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15有福分館 16日㈪ 9:00～10:15

宇野分館 16日㈪ 10:30～12:00 市役所弥栄支所
杵束出張所

２日㈪～
（開庁日のみ） 9:00～15:00周布公民館 19日㈭ 9:00～11:00

美川公民館 20日㈮ 13:00～15:00

三
隅

市役所三隅支所 ２日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15美川東分館 24日㈫ 9:00～10:15

美川西分館 24日㈫ 10:30～12:00 井野公民館 ２日㈪～
（平日の開館日
　　　　　のみ）

9:00～17:00大麻公民館 18日㈬ 9:00～11:00 黒沢公民館
白砂公民館

※　市役所本庁舎総合窓口課・各支所防災自治課・弥栄支所杵束出張所・井野公民館・黒沢公民館・白砂公民館
では５月以降も販売します。

※　美又・久佐・今福・小国・波佐公民館では、偶数月の第３木曜日に販売します。
※　５月７日㈪～11日㈮（9:00～11:00）は、浜田医療センター（正面玄関エントランス）において販売します。

前
年
度
か
ら
の
変
更
点

市
役
所
本
庁
舎
で
の
販
売
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

３
階　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
前
年
度
）

　
　
↓

１
階　
総
合
窓
口
課
（
今
年
度
）

次
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
平
成
30
年

度
は
１
人
12
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

浜
田
自
治
区
…
長
見
町
・
佐
野
町
・
宇
津

井
町
・
治
和
町
・
津
摩
町
・
吉
地
町
・

西
村
町
・
折
居
町
・
東
平
原
町
・
鍋
石

町
・
櫟
田
原
町
・
田
橋
町
・
横
山
町
・

内
村
町
・
井
野
町
・
上
府
町
・
久
代
町
・

宇
野
町
・
下
有
福
町
・
大
金
町

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区
…
全
域

※　
右
記
に
含
ま
れ
な
い
地
域
に
お
住
ま
い

の
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
10
冊
ま
で
購

入
が
可
能
で
す
。

利
用
で
き
る
公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス
（
高
速
バ
ス
を
除
く
）　　

・
総
企
バ
ス

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー
（
介
護
タ
ク
シ
ー
を
含
む
）

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
を
含
む
）

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

※　

Ｊ
Ｒ・高
速
バ
ス
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※　
発
着
の
い
ず
れ
か
が
浜
田
市
内
と
な
る
区

間
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

利
用
期
間　
購
入
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

販
売
内
容　
１
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を

１
５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

※　

１
冊
当
た
り
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り
又

は
５
０
０
円
券
×
６
枚
綴
り
が
あ
り
ま
す
。

購
入
に
必
要
な
も
の　
申
請
書
・
印
鑑
・
本
人

が
確
認
で
き
る
も
の（
保
険
証・免
許
証
な
ど
）

※　

申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

※　
代
理
申
請
の
場
合
、
同
居
の
ご
家
族
以
外

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

使
用
上
の
注
意
事
項

・
本
人
名
義
以
外
の
乗
車
券
は
、
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

・
乗
車
券
の
偽
造
、
譲
渡
及
び
転
売
は
、
禁
止

し
ま
す
。

・
乗
車
券
は
、
払
戻
し
及
び
再
交
付
を
し
ま
せ

ん
。

※　
平
成
28
年
７
月
以
降
に
運
転
免
許
を
自
主

返
納
さ
れ
た
人
へ
の
乗
車
券
５
冊
の
無
料
交

付
（
１
回
の
み
）
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

エコクリーンセンター各種測定結果のお知らせ

浜田市市葬のお知らせ 議会報告会を開催します 平
成
30
年
度

　敬
老
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す
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犬の登録と狂犬病予防集合注射日程表
【弥　栄】

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

10
日
㈫

十国トンネル前 9:10～ 9:15

10
日
㈫

上田野原集会所 11:00～11:05
10
日
㈫

西河内　山㟢昭三様宅前 14:30～14:35
野坂　前山章男様宅前 9:20～ 9:25 大坪バス停付近 13:05～13:10 小坂集会所 14:40～14:45
大斉集会所 9:30～ 9:35 稲代集会所 13:15～13:25 日高集会所 15:00～15:05
西の郷ライスセンター前 9:40～ 9:50 旧美里無人市前（小角） 13:35～13:40 高坂谷　小松原忠雄様宅前 15:15～15:20
杵束公民館前 9:55～10:05 横谷集会所 13:45～13:50 六歩谷集会所 15:25～15:30
熊の山　斎藤繁美様宅前 10:40～10:45 市役所弥栄支所 14:05～14:15

【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

11
日
㈬

市木生活改善センター 9:15～ 9:20
11
日
㈬

坂本構造改善センター 10:45～10:55
11
日
㈬

戸川生活改善センター 14:10～14:15
来尾集会所 9:30～ 9:35 市役所旭支所前 13:00～13:15 山ノ内生活改善センター 14:50～14:55
都川高齢者活動促進セ
ンター 9:55～10:05 和田生活改善センター 13:30～13:35 木田生活改善センター 15:05～15:10

重富生活改善センター 13:45～13:50 しろつの生活センター 15:15～15:20
谷神社付近 10:15～10:20 本郷バス停付近 13:55～14:00 丸原センター 15:25～15:30

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

12
日
㈭

小笹集会所 9:00～ 9:10

12
日
㈭

波佐消防ポンプ倉庫前 11:35～11:40

13
日
㈮

小松木口 9:05～ 9:10
伊木集会所 9:15～ 9:20 旧ＪＡ小国事業所前 13:00～13:05 元谷石碑前 9:15～ 9:20
新開集会所 9:30～ 9:35 上徳田バス停付近 13:10～13:15 入野集会所 9:25～ 9:30
今田よりあい会館 9:50～10:00 小原谷集会所 13:30～13:35 越沢集会所 9:35～ 9:40
青原集会所 10:05～10:10 浄光寺谷バス停付近 13:40～13:45 大元集会所 9:50～ 9:55
下ノ原　鍛冶畑様宅
入口付近 10:15～10:20 新生集会所 13:50～13:55 福原集会所 10:00～10:05

久佐公民館 14:00～14:05 美又口　渡辺様宅横 10:25～10:30
深笹上集会所 10:40～10:45 下久佐集会所 14:25～14:30 久佐川バス停前 10:35～10:40
旧シマネ波佐電子前 11:00～11:05 上長屋集会所 14:35～14:45 ふれあい会館 10:50～10:55
亀谷原　榎一夫様宅前 11:15～11:20 上組集会所 14:50～14:55 下長屋　山田様宅前 11:00～11:05
浄蓮寺下 11:25～11:30 かたらいの家 15:05～15:10 金田会館 11:10～11:15

【浜　田】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

13
日
㈮

佐野下町内
生活改善センター 13:05～13:10

16
日
㈪

ＪＡしまね長沢事業所前 13:15～13:20

17
日
㈫

熱田町５町内集会所 13:15～13:25
二反田団地集会所 13:25～13:30 上内田バス停付近 13:30～13:35

旧ＪＡ佐野事業所前 13:15～13:20 生湯町宇野木工所付近 13:35～13:40 浜田商業高校入り口付近 13:40～13:50
両間口バス停付近 13:25～13:30 生湯海水浴場休憩所付近 13:45～13:50 汐入県職員住宅前 13:55～14:00
旧後野小学校下 13:35～13:40 ヒルズガーデン神在入り口 14:00～14:05 元浜町かもめ公園 14:10～14:20
石見公民館長見分館
入り口付近 14:00～14:05 服部タイヨー長澤店駐車場 14:10～14:15 瀬戸ケ島町高森英明様宅前 14:35～14:40

浅井公民館付近 14:25～14:30 浜田保健所前 14:45～14:55
石見公民館細谷分館 14:25～14:30 浅井町メガネの三城駐車場 14:35～14:40 松原郵便局前 15:00～15:05
野原町２町内公民館前 14:45～14:50 黒川町どうどう公園 14:45～14:50 市役所東分庁舎前駐車場 15:10～15:15
野原町１町内公民館下
駐車場 14:55～15:00 石見公民館 14:55～15:00

18
日
㈬

牛谷バス停付近 9:00～ 9:05
高佐町大光ハイツ下付近 15:15～15:20 美川公民館西分館 9:15～ 9:20

竹迫団地公園前（４町内） 15:05～15:10 相生町国土交通省付近 15:25～15:30 櫟田原公民館 9:35～ 9:40
竹迫町平和公園 15:15～15:20

17
日
㈫

清水町消防ポンプ車庫前 9:00～ 9:10 下鍋石バス停付近 9:50～ 9:55

16
日
㈪

ブルーコーンズ前 9:10～ 9:15 青川陸橋下駐車場付近 9:15～ 9:20 松羽地区防災センター 10:05～10:10
国分尼寺跡前 9:20～ 9:25 笠柄児童公園 9:25～ 9:35 美川公民館駐車場 10:15～10:20
国府公民館前 9:35～ 9:45 長浜公民館 9:45～ 9:55 吉地集会所 10:35～10:40
下府公民館前 10:00～10:10 長浜商港バス停付近 10:00～10:10 門田公民館 10:45～10:50
上府町市尻酒店前 10:15～10:20 日脚児童館 10:15～10:20 大谷上公民館大元神社前 11:00～11:05
上府消防車庫前 10:25～10:30 ＪＦしまね津摩出張所前 10:30～10:35 西村インター口

浜田市街寄り待避所 11:20～11:25旧ＪＡ宇野事業所前 10:40～10:45 周布公民館 10:40～10:55
姉金　千代延様宅付近 10:55～11:00 周布１町内公民館 11:10～11:20 大麻公民館 11:30～11:35
国府公民館有福分館前 11:10～11:20 日脚児童公園付近

（大久保団地内） 11:25～11:30宇野町西山バス停付近 11:25～11:30

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

18
日
㈬

谷集会所 13:10～13:25

19
日
㈭

白砂公民館 9:15～ 9:20

19
日
㈭

芦谷集会所 10:55～11:00
三保公民館 13:30～13:40 東平原上集会所前 9:35～ 9:40 市役所三隅支所 11:15～11:30
古湊漁村センター 13:45～13:50 下室谷集会所前 9:45～ 9:50 三嶋神社下 13:20～13:25
岡見公民館 14:10～14:25 上今明神明宮下 10:00～10:05 井川集会所 13:35～13:45
ひゃこるバス宮ケ迫
停留所 14:40～14:45 市場集会所 10:15～10:20 中古和集会所 13:55～14:00

ひゃこるバス周布地
停留所付近 10:25～10:30 河野建設㈱向側広場 14:10～14:15

㈲杖田農機店
グリーンショップ横 14:50～15:05 河内橋上待機所 14:40～14:50

みのり会館 10:45～10:50 海石集会所 15:10～15:25

問合せ　
環境課くらしと環境係　☎�９４２０

　犬の飼い主には、生後91日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂犬
病予防注射を毎年受けさせることが法律で定められています。
　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を行うことにより、狂犬病の発生
を防止することができます。飼い主のご理解とご協力をお願いしま
す。

　市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合
注射を実施します。日程表を確認の上、お越しくださ
い。どの会場でも注射・登録ができます。また、雨天
でも実施します。
対象　浜田市で登録されている犬、又は浜田市に住民

票がある人の飼い犬　　　
持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3000円（注射料金2450円・注射済

票交付手数料550円）
・平成30年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
新規登録の場合
・ １頭6000円（登録手数料3000円・予防注射料金
3000円）

注意事項
・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて到

着する場合があります。

・犬が高齢・妊娠中・投薬中・１か月以内にほかのワ
クチンを接種・病気や体調不良の場合は、動物病院
を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で注
射を受けてください(登録もできます)。ただし、手
数料が加算される場合があります。

・生後90日以下の犬は、注射を受けられません。

飼い主へのお願い
・注射を受けるときは、飼い主が飼い犬の体をしっか

り固定してください。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全

面を考慮した服装で来てください。
・必ずリードを付けてください。
・フン処理用具を持参してください。

Ｑ１　狂犬病ってなんですか。
Ａ１　狂犬病は、狂犬病ウィルスを保持する犬・

猫及びコウモリを含む野生動物にかまれた
り、ひっかかれたりしてできた傷口からウィ
ルスが侵入することで発症する人獣共通の感
染症です。発症すると治療方法がなく、ほぼ
100％死亡する恐ろしい感染症です。

Ｑ２　なぜ狂犬病予防注射を受けないといけない
の？

Ａ２　狂犬病の感染源はほとんどが犬です。海外
では今も狂犬病が発生しており、日本にもい
つ侵入してくるかわかりません。発生の予防
のためにも毎年１回必ず受けてください。

Ｑ３　室内犬は狂犬病予防注射を受けなくてもい
いの？

Ａ３　室内室外に関係なく必ず受けてください。

Ｑ４　狂犬病の予防注射を受けていない犬の飼い
主はどうなるの。

Ａ４　20万円以下の罰金の対象となります。
（狂犬病予防法第27条第２項）

Ｑ５　飼い犬の体調が悪いため、狂犬病予防注射
をするのが心配。

Ａ５　病気や高齢でワクチン接種が心配な時は、
動物病院を受診しましょう。「猶予認定書」
と狂犬病予防集合注射のはがきを環境課へ提
出していただければ注射免除の手続ができま
す。

Ｑ６　なぜ登録や所有者明示が必要なの？
Ａ６　登録の目的は飼い主を明確にすることで

す。登録することで、狂犬病が発症した場合
に、素早く対応できます。また、迷子の犬の
飼い主を探す手立てとなります。

　　　また、登録時に鑑札を
　　交付しますので首輪に
　　に付けてください。

犬の狂犬病予防注射を受けましょう

犬の狂犬病予防集合注射及び新規登録を実施します

これだけは知っておきたい狂犬病予防注射Ｑ＆Ａ
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平成29年４月１日～平成30年３月31日までの搭乗分の萩・石見空港利用促進補助金の申請は、
４月30日（振）が期限です。

補助金申請の締切りに伴い、以下のとおり休日窓口を開設しますので、ご利用ください。

　開設日時　・４月22日㈰　午前８時30分～正午
　　　　　　・４月30日（振）　午前８時30分～正午

萩・石見空港 をご利用ください

萩・石見空港利用拡大促進協議会の期間限定運賃助成

平成29年度分　萩・石見空港利用促進補助金
　　　　　　　　　　　　休日窓口を開設します

東京便　対象期間　平成30年３月10日から平成30年７月２日までの搭乗分

　　※　片道利用の場合の補助は半額です。
　　※　年齢や所属企業は往路搭乗日時点です。
　　※　上記区分を重複した申請はできません。
　　※　萩・石見空港利用促進補助金は、平成30年度も
　　　引き続き実施します。

　補助金額　浜田市共通商品券をお渡しします。

　・満65歳未満の人　………………………… 　4000円分（往復）

　・満65歳以上の人　………………………… 　6000円分（往復） 
　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人　… 　6000円分（往復）

　開設場所　市役所本庁舎　１階ロビー
　　　　　　※　休日は地階入り口を利用してください。

　持参するもの　・身分証明書（住所・氏名・生年月日がわかるもの）
　　　　　　・ご搭乗案内（ピンク色の券）
　　　　　　　※　往復分の搭乗券又は搭乗証明書の写しでも申請できます。
　　　　　　・印鑑（シャチハタ不可）
　　　　　　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人は、保険証など、企業がわかるもの

問合せ　産業政策課商工企画係　☎�９５０１

補助金申請は
４月30日まで

萩・石見空港開港記念助成
　～２人以上で１往復すれば１人につき10000円助成～

　助成金額　……………………………………  10000円（往復／１人）

　対 象 者　浜田市・益田市・萩市・津和野町・吉賀町・阿武町在住者
　申請期限　３月31日㈯まで帰着分　…　４月16日㈪（当日消印有効）
　　　　　　４月１日㈰以降帰着分　…　７月17日㈫（当日消印有効）

※　萩・石見空港は平成30年７月２日㈪に開港25周年を迎えます。

※　新水道料金の試算を希望する
　人は、検針時にお配りする
「水道使用水量・料金等お知らせ票」

をご持参ください。

浜田自治区
日 場所

４月９日㈪ 石見公民館

　　10日㈫ 美川公民館

　　12日㈭ 長浜公民館

　　17日㈫ 浜田公民館

　　20日㈮ 大麻公民館

　　25日㈬ 周布公民館

　　26日㈭ 国府公民館

金城自治区
日 場所

４月18日㈬ みどりかいかん

５月15日㈫ 今福公民館

　　17日㈭ 波佐公民館

　　18日㈮ 小国公民館

　　22日㈫ 久佐公民館

　　25日㈮ 美又公民館

三隅自治区
日 場所

６月４日㈪ 三隅公民館

　　６日㈬ 三保公民館

　　７日㈭ 岡見公民館

　　８日㈮ 井野公民館

　　11日㈪ 黒沢公民館

　　12日㈫ 白砂公民館

旭自治区
日 場所

５月10日㈭ 都川高齢者活動促進センター

　　11日㈮ 市木生活改善センター

　　14日㈪ 和田公民館

　　16日㈬ 旭保健センター

　　23日㈬ 木田生活改善センター

弥栄自治区
日 場所

４月19日㈭ 弥栄老人福祉センター

　　23日㈪ 弥栄会館

10月１日 水道料金改定
きれい で 安全 な 浜田の水 をいつまでも

市民・事業所 対象 水道料金改定説明会 を開催します

　市民や事業所の皆さんを対象とした水道料金改定につ
いての説明会を開催します。
　新水道料金の試算コーナーも開設します。
　ぜひご参加ください。

　浜田市の水道事業は、市民の皆さんからいただいた水道料金
などにより施設の整備や維持管理などの費用を賄っています。
　人口減少、節水型給水器具の普及もあり、使用水量が減る中、
これまで施設管理及び事務事業の見直しなどにより、経営の健
全化に努めてきました。

　しかし、将来にわたり安全・安心な水道水を安定して供給す
るためには、一定の料金収入が確保できるよう料金の見直しが
必要になります。そこで、この度、10月１日から浜田、金城・
旭・弥栄自治区、三隅自治区で異なっていた水道料金の算定方
法の統一化を図り、水道料金を改定することとなりました。

※　申込みは不要です。
　どの会場でも全ての地区の説明
を聞くことができます。都合のよ
い会場へお越しください。

　昼の部
　　午後２時～３時30分
　夜の部
　　午後７時～８時30分

時間（各日２回）

問合せ　
上下水道部管理課料金係　☎�９９０３
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東分庁舎
1階 地域福祉課・地域医療対策課
2階 環境課・選挙管理委員会

西分庁舎
2階 上下水道部

北分庁舎

1階 教育総務課・教育施設再編推進室・学校教育課・学力向上推進室・
石見法律相談センター・広域行政組合介護保険課（※）

2階 生涯学習課・文化振興課・青少年サポートセンター・
浜田子ども安全センター

3階 建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課・建築住宅課・
浜田市土地開発公社
※　広域行政組合介護保険課は４月以降に引っ越します。

本庁舎
1階 健康長寿課・子育て支援課・医療保険課・総合窓口課・会計課

2階 行財政改革推進課・情報政策課・人権同和教育啓発センター（※）・
税務課・資産税課・財政課

3階 市長公室・総務課・安全安心推進課・人事課・
政策企画課・まちづくり推進課・地域プロジェクト推進室

4階
産業政策課・産業振興課・ふるさと寄附推進室・広島事務所・
農林振興課・水産振興課・漁港活性化室・観光交流課・開府４００年推進室・
農業委員会・監査委員事務局・公平委員会
※　人権同和教育啓発センターは４月以降に引っ越します。

北分庁舎
（旧浜田警察署）

西分庁舎 本庁舎

東分庁舎

浜田郵便局

第
２

東
分
庁
舎

←至 益田市 至 江津市→国道９号

問合せ　
安全安心推進課防災安全係

☎�９１２２

　４月１日の機構（太字は、変更のある部署）
部　名 所属課名と主な変更内容

総務部 総務課・行財政改革推進課・安全安心推進課・人事課・情報政策課・
人権同和教育啓発センター

地域政策部 政策企画課・まちづくり推進課・地域プロジェクト推進室

財務部 税務課・資産税課・財政課

健康福祉部

地域福祉課・健康長寿課（地域包括ケア推進係）・子育て支援課・地域医療対策課・
波佐診療所・あさひ診療所・弥栄診療所・大麻診療所

主な変更内容
⑴健康長寿課「高齢者包括支援係」と「健康推進係」を統合し、「地域包括ケア推進係」

に名称変更する。

市民生活部 医療保険課・総合窓口課・環境課・不燃ごみ処理場・浜田浄苑

産業経済部

産業政策課・三隅発電所対策室・産業振興課・ふるさと寄附推進室・広島事務所・
農林振興課・水産振興課・漁港活性化室・観光交流課・
開府４００年推進室（開府４００年推進係）

主な変更内容
⑴広島市場開拓室と広島ＰＲセンターを統合し、「広島事務所」に再編する。
⑵観光交流課の内室として「開府４００年推進室」、「開府４００年推進係」を新設する。

都市建設部 建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課・建築住宅課・災害復興室

金城支所・旭支所
弥栄支所・三隅支所 防災自治課・市民福祉課・産業建設課　※杵束出張所（弥栄支所）

そのほか 市長公室・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・農業委員会・監査委員事務局・
公平委員会

教育部

教育総務課・教育施設再編推進室・学校教育課・学力向上推進室・
生涯学習課（図書館係）・青少年サポートセンター・文化振興課・人権同和教育室・
金城分室・旭分室・弥栄分室・三隅分室

主な変更内容
⑴中央図書館「読書推進係」を廃止して生涯学習課に移し、「図書館係」に名称変更する。

消防本部 総務課・予防課・警防課・通信指令課・浜田消防署・東部消防署・西部消防署

上下水道部

管理課（企画経理係・料金係）・工務課・下水道課

主な変更内容
⑴管理課「管理第一係」と「管理第二係」を統合し、「企画経理係」に名称変更する。
⑵管理課「業務係」を「料金係」に名称変更する。

※　全ての係名を記載した機構図は、４月以降に市ホームページへ掲載します。ホームページが閲覧できない人で、
全体の機構図を希望する人は、行財政改革推進課までお問い合わせください。

４月から、下表のとおり行政組織の一部を変更します。
変更する部署については、太字で記載し、それぞれ主な変更内容を

記載しています。

市役所本庁各課の配置が変わりました。各分庁舎へ引っ越した課も
ありますので、ご来庁の際はご注意ください。

問合せ
行財政改革推進課行革推進係

☎�９１０１

　市役所本庁各課が引っ越しました 　浜田市行政組織の一部が変わります

４月１日から
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㈲光明堂がヨシタケコーヒー関連商品第
１弾となる、羊羹「羹

か ん コ ー ヒ ー

珈琲」を発売され、
報告を受けました（２月21日）

島根県理容生活衛生同業組合浜田支部よ
り「生き生きタオル」の寄贈を受けまし
た（２月19日）

農事組合法人ハツラツ大坪設立総会に出
席しました（２月18日）

島根県立大学「地（知）の拠点整備事業」
成果報告会　第５回全域フォーラムに出
席しました（２月16日）

地域振興に関する提言を含む優秀卒業研
究・論文の発表会に出席しました
（２月14日）

第二中学校創立70周年記念式典で記念講
演を行いました（２月10日）浜田開府400年祭実行委員会兼設立総会

が開催されました（２月８日）

子育て支援センター「おひさま」の竣工式に出席しました（２月25日）
ふるさと芸能まつり＆井野公民館展に出
席しました（２月25日）

浜田市レインボーツーリズム大交流会に
出席しました（２月24日）

井筒智彦さんを講師に招き、環境講演会
「宇宙博士が語るスローライフのすす
め」が開催されました（２月22日）

クルーズ講演会in浜田に出席しました
（２月18日）

まちづくり推進課地域づくり推進係
☎�９２０１

問合せ※　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

消防団員募集！ ～地域の「人と財産」を守る消防団～

　浜田市消防団では消防団員を募集しています。
　消防団とは、地域に住んでいる人たちによって構成される消
防機関で、消防団員はそれぞれに自分の職業を持ちながら「自
分たちのまちは、自分たちで守る」という思いを胸に、消火活
動や防災活動などを行っています。
　また、平時には災害を起こさないための火災予防や防災啓発
を行うなど、地域における消防・防災のリーダーとして、地域
に密着し、住民の安心と安全を守るという重要な役割を担って
います。
　消防団には、会社員・自営業・主婦など、職業・性別・年齢
を問わず、様々な人が入団していますが、近年、消防団員数は
減少傾向にあり、地域防災力の低下が懸念されています。
　あなたも地域の安心・安全のため、消防団員になりませんか。
問合せ　消防本部警防課　☎�５１６７

あさひスポーツクラブ

全国大会出場おめでとうございます JPTA ALL JAPAN 
JUNIOR TENNIS TOURNAMENT
（硬式テニス全国大会U-10）
（福岡県：２月16日～18日）

　浜田市出身の坂根正弘氏（㈱小松製作
所相談役）からのご寄附を原資とした、
「坂根正弘奨学金」の平成30年度奨学生
（第５期生）を募集します。
　この奨学金制度は、優れた学力を有し、
高い志を持って大学で勉学に励もうとす
る学生に対して奨学金を給付することに
より、将来の科学技術や医学の進歩、経
済の発展などに貢献しうる人材を育成・
支援することを目的としています。

募集人員　大学１年生　３人程度
募集期間　４月２日㈪～５月15日㈫
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学１年生

（在学中）の者で、特に学業成績が優秀で
あり、かつ、保護者の収入又は所得が市長
の定める基準以下の人

支給金額　月額５万円又は４万円
（大学所在地により変動）

支給期間　平成30年4月から在学する学校の最短修業
年限の最終月まで（最大４年間）

全国小学生雪合戦大会（群馬県：２月11日）

古田真拓さん（松原小４年）

平成30年度
坂根正弘奨学金の奨学生を募集します
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感謝を伝える児童代表

高校生の演奏に聴き入る来場者

永瀨浜田警察署長に600人分の署名を手渡す

パネルディスカッションでは4人の討論者が意見を出し合う

２月22日㈭、緊急避難用備品贈呈式が波佐小学校で行われま
した。これは、地震や豪雨災害時などに波佐小学校児童及び教
職員が安全に避難できるように、ヘルメット25個を波佐地区自
主防災会が贈呈したものです。

贈呈式では、波佐地区自主防災会の塚本守会長から「災害は
いつ起こるかわからないので、日頃からしっかり訓練してくだ
さい」と挨拶がありました。児童の代表は、「いただいたヘルメッ
トを活用し、避難訓練などを一生懸命していきます。大事に使
わせていただきます」と感謝の言葉を伝えました。

２月18日㈰、おもてなし文化祭が今福公民館で開催され、約
300人の来場がありました。この催しは、「食と芸能、芸術のコ
ラボ」をとおして地域で来場者をもてなそうと、まちづくり委
員会などで組織した実行委員会が企画したものです。

当日は、舞踊や高校生による演奏・たばやし・神楽などがス
テージで披露されたほか、公民館活動の展示や町内会など16店
舗によるバザーの出店もあり、会場は大いに盛り上がりました。
地域の皆さんの温かい「おもてなし」に、会場は終始和やかな
雰囲気に包まれていました。

２月18日㈰、飲酒運転根絶署名簿提出式が弥栄会館で行われ
ました。これは、浜田警察署と浜田市交通安全協会弥栄支部が
企画し、「飲酒運転をしない・させない」ことを誓う署名を弥
栄町内の住民に募ったものです。

署名は600人分集まり、市交通安全協会弥栄支部長から浜田
警察署長へ手渡されました。また、式では、ＤＶＤによる啓発
活動やハーモニカ演奏者の岩﨑巌さんの演奏会も併せて行われ
ました。演奏会では童謡や映画音楽などが演奏され、優しいハー
モニカの音色に来場者は聴き入っていました。

２月17日㈯、人づくり・郷づくり交流会が島根県立大学交流
センターで開催されました。これは、公民館やまちづくり団体
の活動紹介や意見交換をとおして、住民主体による地域づくり
について考える機会にしようと、人づくり・郷づくり交流会実
行委員会が主催したものです。

交流会では、３団体の活動発表やパネル紹介、先進的事例と
して高知県南国市稲生ふれあい館の前田さんによる活動紹介が
ありました。その後のパネルディスカッションでは、討論者に
来場者から質問がでるなど盛り上がりました。

光と煙で演出された迫力満点の塵輪

JR職員の指導を受けながら線路横の斜面もきれいに

袋に米と水を入れて縛りお湯に入れれば完成

駅のホームで横断幕や旗を振って出迎える

３月３日㈯、どぶろくの里弥栄神楽まつりが弥栄会館で行わ
れました。これは、特産品であるどぶろくと石見神楽を楽しん
でもらおうと毎年開催されているものです。

今年は、河内奏楽中・高津神楽社中・安城神楽社中・杵束神
楽社中が出演し、大蛇や塵輪など全８演目が上演されました。
来場者は、迫力ある舞や太鼓の音に引き込まれ、衣装の早変わ
りなど多彩な演出に魅了されていました。会場では、秘境奥島
根の米など地元の特産品の販売、どぶろくや神楽グッズが当た
る抽選会なども行われ、多くの人でにぎわいました。

２月24日㈯、ふるさと浜田へ恩返しボランティアが三隅町白
砂地区で行われました。この取組は、写真撮影などで多くの人
が訪れる白砂地区の景観美化のため、白砂まちづくり委員会振
興部会が地域の住民と白砂公民館、JR西日本浜田鉄道部など
で組織されるおもてなし連絡協議会に呼びかけ、昨年から定期
的に実施しているものです。

当日集まった約80人は、訪れた人が気持ちよく景色を眺めら
れるようJR沿線周辺の草刈りをしたほか、捨てられた空き缶
やゴミを回収しました。

３月３日㈯、炊き出し体験が紺屋町広場で行われました。こ
れは、地域の防災意識を高め、危機管理能力を身に付けるため
に、小学生の通学合宿や公民館活動などで地域の人と接するこ
との多い島根県立大学BBSサークルが主催したものです。

参加した約30人は、日本赤十字社が災害時用に用意している
ハイゼックス袋を使って少ない水でお米を炊く方法に挑戦しま
した。また、日本赤十字社の職員などから話を聴いたり、地域
の人と学生がグループに分かれて災害時の情報の入手方法につ
いて意見を出し合ったりしました。

２月24日㈯、サロンカーなにわ到着歓迎イベント㏌浜田駅が
行われました。この列車は、石見地方や三江線沿線の観光振興
を願って地元の鉄道愛好家の皆さんが企画し、旅行会社が主催
したツアーへの参加者を乗せる団体臨時列車として大阪駅から
浜田駅まで運行されたものです。

浜田駅には、お召し列車などとして使用される貴重な列車と
乗客を歓迎しようと市民が集まり、横断幕や歓迎の旗を振り出
迎えました。到着後は、乗客も列車の写真を撮ったり、改札口
で舞われた石見神楽「恵比寿」を見たりと楽しんでいました。

♥Town Topics

児童の安全を願いヘルメット贈呈
～　緊急避難用備品贈呈式　～

かなぎ

地域で来場者をおもてなし
～　おもてなし文化祭　～

かなぎ

しない！させない！飲酒運転
～　飲酒運転根絶署名簿提出式　～

やさか

住民主体の地域づくりを考えよう
～　人づくり・郷づくり交流会　～

はまだ

大迫力！どぶろくの里に太鼓が響く
～　どぶろくの里弥栄神楽まつり　～

やさか

すてきな景色を来訪者に
～　ふるさと浜田へ恩返しボランティア　～

みすみ

防災意識を高めよう
～　炊き出し体験　～

はまだ

サロンカーなにわがやって来た
～　到着歓迎イベント㏌浜田駅　～

はまだ
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
昨
年
中
、
浜
田
市
内
で
は
交
通
事

故
に
よ
り
２
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
い
つ
起

こ
し
て
し
ま
う
か
、
い
つ
遭
っ
て
し

ま
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
、
普
段
の
運
転
な
ど
を
振
り
返

り
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
、交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
期
間
及
び
一
斉
行
動
の
日

期
間　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

一
斉
行
動
日　
４
月
６
日
㈮

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日
㈫

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
啓
発
の
日

４
月
12
日
㈭

運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の

確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故

防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

に
、「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

の
遵
守
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

　
市
で
は
、
６
月
３
日
㈰
に
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
あ
わ
せ
て
、
自
治
会
や
町
内
会
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
防
災
訓
練

（
避
難
訓
練
）
を
計
画
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
訓
練
に
関
す
る
相
談
や
訓
練
に
参

加
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
の
例

①
６
月
３
日
㈰　
午
前
８
時　
防
災

訓
練
（
避
難
訓
練
）
開
始

②
事
前
に
各
自
治
会
な
ど
で
定
め
た

避
難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
火
元
の
確
認
、
戸
締
ま
り
を
し

て
、
歩
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
終
了

（
午
前
９
時
ご
ろ
）

④
参
加
者
の
人
数
を
把
握
し
ま
す
。

※　
訓
練
終
了
後
、
市
役
所
（
☎
�

２
６
１
２
）
へ
参
加
人
数
な
ど
を

報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
を
登
録
し
ま

し
ょ
う

登
録
方
法

①
次
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
件
名
・

本
文
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル
を
送

信
し
ま
す
。

ham
ada@

xpressm
ail.jp

※　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
左
図
か

ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
ア
ド

レ
ス（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
し
ま
す
。
接
続
後
、
必
要

な
情
報
を
選
択
し
て
「
確
認
」
ボ

な
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
飛
行
訓
練

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
米
軍
当
局
に
対

す
る
さ
ら
な
る
強
い
対
応
を
求
め
た

ほ
か
、
国
に
よ
る
実
態
把
握
や
米
軍

へ
の
実
態
の
伝
達
、
訓
練
予
定
日
時

や
訓
練
内
容
に
つ
い
て
の
事
前
の
情

報
提
供
、
住
民
負
担
の
軽
減
措
置
を

講
ず
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
目
撃
等
件
数

浜
田
自
治
区　
16
件

金
城
自
治
区　
25
件

旭
自
治
区　
　
59
件

弥
栄
自
治
区　
０
件

三
隅
自
治
区　
１
件

合
計　
　
　
　

１
０
１
件

（
平
成
28
年
１
３
７
件
）

騒
音
測
定
装
置
に
よ
る
観
測
実
績

金
城
支
所　
５
日
（
７
回
）

最
大　
　
93
・
７
デ
シ
ベ
ル

旭
支
所　
　
24
日
（
１
０
７
回
）

最
大　
　
90
・
４
デ
シ
ベ
ル

弥
栄
支
所　
０
日
（
０
回
）

中
国
四
国
防
衛
局
（
旭
町
）

89
日
（
３
６
９
回
）

最
大
１
０
５
・
７
デ
シ
ベ
ル

　
今
後
も
粘
り
強
く
、
住
民
の
平
穏

な
生
活
を
乱
す
米
軍
機
低
空
飛
行
訓

練
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
要
請
活
動
な

ど
の
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
騒
音
被
害
な
ど

に
あ
わ
れ
た
状
況
な
ど
の
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

・
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

☎
�
９
１
２
２

・
各
支
所
防
災
自
治
課

　
米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う
騒

音
問
題
つ
い
て
は
、
近
年
、
70
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
騒
音
の
観
測
回
数
な
ど

は
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
依

然
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
騒
音
被
害
や

事
故
な
ど
へ
の
不
安
な
ど
、
日
常
生

活
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
市
独
自
及
び
県
か
ら
の

貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
装
置
に
よ

る
観
測
を
継
続
し
、
中
国
四
国
防
衛

局
が
設
置
し
た
航
空
機
騒
音
自
動
測

定
装
置
と
と
も
に
監
視
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
の
構
成
市
町
の
首
長
や
島
根

県
副
知
事
と
共
に
、
平
成
25
年
度
か

ら
継
続
し
て
い
る
防
衛
省
と
外
務
省

に
対
す
る
要
望
活
動
を
、
今
年
度
も

平
成
30
年
１
月
に
行
い
ま
し
た
。

　
騒
音
測
定
の
結
果
な
ど
の
具
体
的

タ
ン
を
選
択
し
ま
す
。

③
登
録
内
容
を
確
認
し
て
「
登
録
」

ボ
タ
ン
を
選
択
し
ま
す
。

※　
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
に
よ
り
メ
ー

ル
が
返
信
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

「@
xpressm

ail.jp

」
の
ド
メ
イ

ン
許
可
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２

塩・麹・大豆が偏らないようにまんべんなく混ぜる

韓国語の歌をみんなで歌ってみよう

災害について学ぶ参加者

シェルターを盾にしての攻防戦

２月８日㈭、味噌づくりが弥栄小学校で行われ、２年生が体
験しました。これは、地域の高齢者と一緒に植え付け、収穫し
た大豆を使って毎年行われているものです。

当日は、弥栄町内にあるＪＡの加工場の職員の指導を受けな
がら、塩・麹・大豆を大きなたらいの中で混ぜ合わせ、機械で
ミンチにして樽に詰めました。約１年寝かせて出来た味噌は給
食で食べたり、みんなで分けたりする予定です。児童たちは、
「作った味噌は買った味噌と違う感じがする。来年食べるのが
とても楽しみ」と笑顔で話していました。

２月３日㈯、きらめき！子ども体験教室 アンテナサロンin
はまだが、三保公民館で行われました。このイベントは、留学
生との交流を通じて子どもたちに海外の文化に親しんでもらお
うと、島根県立大学の協力で三保公民館としまね国際センター
が企画したものです。

集まった子どもたちは、留学生と一緒になって世界のクイズ
やゲーム、節分の日にちなんだ豆まきなどをして遊びました。
参加した子どもは、「ロシアのトンネルゲームがとても楽しかっ
た」と話していました。

２月４日㈰、防災学習会が、坂本・今市上地区自主防災会の
総会に合わせて今市公民館で開催され、約30人が参加しました。
これは、自然災害について知り、災害から身を守るためにはど
うしたらよいかを学ぼうと、自主防災会が企画したものです。

学習会では、市の担当職員から写真を交えながら災害の種類
や過去の浜田市で発生した主な災害などの説明を受け、改めて
自己防衛の大切さを学びました。参加者は、「分かりやすい説
明で、楽しく理解できた。また参加したい」と話していました。

１月27日㈯・28日㈰、島根県雪合戦大会が旭運動公園野球場
で開催されました。

大会には、42チームが参加し、チャンピオンズ・レディース・
フレンドリー・ジュニアの４部門のリーグに分かれて熱戦を繰
り広げました。選手は、楽しみながらも勝利を目指し、あらゆ
る技術や戦略を駆使して雪球を投げ合っていました。また、20
回の節目となった今大会では、スイーツグランプリやＶＲ(仮
想現実)雪合戦の上映などの記念企画も行われました。会場に
は多くの人が訪れ、大きな歓声や声援で盛り上がりました。

安
全
安
心

４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

６
月
３
日
㈰
に

防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
を

計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練

　
　
　
　
　
に
伴
う
騒
音
問
題

平
成
29
年
度
の
状
況
と
取
組

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

自分たちで作った大豆が変身
～　弥栄小学校 味噌づくり体験　～

やさか

異文化に楽しく触れる
～　きらめき！子ども体験教室　～

みすみ

災害から身を守る自己防衛を学ぶ
～　坂本・今市上自主防災会 防災学習会　～

あさひ

夏より熱い冬がくる
～　第20回島根県雪合戦大会　～

あさひ
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生
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住
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産
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性
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税
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子
育
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健
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保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　
近
年
、
野
良
猫
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
へ
と
発
展
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
原
因
と

な
る
野
良
猫
の
数
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
今
年
度
も
避
妊
去

勢
手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

　
手
術
の
普
及
を
通
じ
て
殺
処
分
さ

れ
る
子
猫
の
数
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

避
妊
去
勢
手
術
の
利
点

　
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぎ
、
病
気
リ

４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
３ 火 熱田町11～13
４ 水 熱田町14、内田町
５ 木 長浜町１～８
９ 月 日脚町２～６・８・９、周布町
10 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
11 水 唐鐘１～９
12 木 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
16 月 下府町１～３・６－１、上府町伊甘
17 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
18 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
19 木 殿町１～５、田町２～５
23 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
24 火 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
25 水 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
26 木 蛭子町、栄町、片庭町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施す

ることがあります。
　　　　　（環境課くらしと環境係　☎�９４２０）

ス
ク
の
減
少
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

発
情
期
特
有
の
困
っ
た
行
動
の
抑
制

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
を
受
診
す

る
こ
と

交
付
金
額　
猫
の
手
術
１
回
に
つ
き

一
律
５
千
円

受
付
予
定
数　
２
０
０
件
ま
で

申
請
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
環
境
課

く
ら
し
と
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

　
中
国
電
力
㈱
で
は
、
三
隅
発
電
所

の
運
転
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
た
め
、
島
根
県
・
浜
田

市
及
び
中
国
電
力
㈱
の
三
者
間
で
締

結
し
た
「
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定

書
」
に
基
づ
き
、
発
電
所
周
辺
に
お

い
て
継
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
三
隅
発
電
所
周
辺
環
境
対
策
連
絡

協
議
会
で
は
、
中
国
電
力
㈱
か
ら
提

出
さ
れ
た
運
転
開
始
後
18
年
目
（
平

成
28
年
度
）の
調
査
結
果
を
検
討
し
、

大
気
関
係
の
周
辺
影
響
に
つ
い
て
の

評
価
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

調
査
内
容

　
三
隅
発
電
所
周
辺
（
30
㎞
範
囲
）

の
三
隅
町
、
上
府
町
、
益
田
市
幸
町

の
地
域
に
お
い
て
、
大
気
質
（
二
酸

化
硫
黄
・
二
酸
化
窒
素
・
浮
遊
粒
子

状
物
質
・
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
）、
降
下

ば
い
じ
ん
、重
金
属
、気
象
（
風
向・

風
速
な
ど
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

調
査
結
果

　
島
根
県
が
行
っ
た
調
査
な
ど
の
結

果
、
大
気
関
係
の
い
ず
れ
の
項
目
に

お
い
て
も
、
運
転
開
始
前
の
状
況
と

比
べ
明
ら
か
な
変
化
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
協

議
会
で
は
、
総
合
的
に
み
て
周
辺
地

域
へ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判

断
し
ま
し
た
。 

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
運
動
能
力
は
人

間
を
は
る
か
に
超
え
、
遭
遇
し
た
場

合
は
大
変
危
険
で
す
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
ク
マ
が
生
息
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
と
こ
ろ
で
活
動
す
る
場
合

は
、
人
間
の
存
在
を
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
除
け

の
鈴
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
の

出
る
も
の
を
身
に
付
け
る
の
が
一

般
的
で
す
。

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で

は
、
水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か

ら
、
人
も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の

悪
い
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
音
の
出

る
も
の
を
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ
り
で
離

れ
ま
し
ょ
う
。

・
持
っ
て
い
る
荷
物
を
一
つ
ず
つ
置

い
て
い
き
、興
味
を
そ
ら
せ
ま
し
ょ

う
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で
丸
く

な
り
、去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
は
、

浜
田
市
で
は
柿
と
蜂
蜜
に
特
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な

い
た
め
に
、
適
切
な
処
置
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

・
果
樹
や
蜜
蜂
の
巣
箱
の
防
護
に
は

電
気
柵
が
有
効
で
す
。
農
機
具
店

に
相
談
す
る
な
ど
、
防
護
策
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
採
取
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
柿
や
栗
の
木
は
、
伐
採
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

・
匂
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
な
ど
を
屋
外
に
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
落

下
果
樹
も
適
正
な
処
分
を
し
ま

し
ょ
う
。

目
撃
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
　
行
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
ク
マ

な
ど
は
、
捕
獲
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
危
険
度
の
判
断
や
捕
獲
の
手
続
の

た
め
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報

は
大
変
重
要
で
す
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
目
撃
や
被
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、

逃
げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う

　
全
国
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
な
っ
て
お
り
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
り

多
く
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
火
災
で
犠
牲
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
早
く
火
災
に
気
付
き
避

難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
と
て
も
有
効
で
す
。

　
市
の
設
置
率
は
約
73
％
で
、
全
国

平
均
よ
り
か
な
り
低
い
状
況
で
す
。

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
に
は
早
急
な

設
置
を
、設
置
し
て
い
る
住
宅
で
は
、

適
切
な
維
持
管
理
（
作
動
確
認
・
古

い
機
器
の
交
換
）を
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
せ
ん
か

　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す
る

た
め
に
は
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
し
、
日
頃
か
ら
町
内
会
な
ど
で

消
火
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
町
内
会
な
ど
で
の
訓

練
指
導
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
防

火
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

・
消
防
本
部
予
防
課
☎
�
１
１
６
７

・
各
消
防
出
張
所

ア
ラ
イ
グ
マ

　
近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や
農

作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生
活

し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井
に
シ

ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な

ど
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜
を

襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動
物

と
競
合
し
、生
息
地
を
奪
い
ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・
ス
イ

カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し
ま
す
。

・
カ
エ
ル
・
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま
え

る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲
を
踏

み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス
ク

の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　
捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が
必

要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲
は
違

法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
を
目
撃
し
た
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

長
沢
・
瀬
戸
ケ
島
線

　
長
沢
地
内
の
商
業
施
設
「
服
部
タ

イ
ヨ
ー
」
で
の
買
い
物
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
既
存
の
路
線
を
延
長
し
、

新
た
に
「
服
部
タ
イ
ヨ
ー
前
」
バ
ス

停
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、

同
バ
ス
停
へ
向
か
う
路
線
上
に
、

「
エ
ー
デ
ル
ハ
ウ
ス
前
」
バ
ス
停
も

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
線

　
「
竹
迫
団
地
」
バ
ス
停
と
「
い
わ

み
ー
る
」
バ
ス
停
と
の
間
に
、「
野

原
三
町
内
」
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

※　
同
バ
ス
停
は
、
浜
田
市
生
活
路

線
バ
ス
「
弥
栄
野
原
線
」
に
お
い

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係

　
☎
�
９
２
０
１

　
市
で
は
、
ご
み
を
減
ら
し
環
境
に

や
さ
し
い
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン

タ
ル
費
用
の
最
大
２
分
の
１
を
補
助

す
る
「
浜
田
市
リ
ユ
ー
ス
食
器
利
用

促
進
補
助
金
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
補
助
金
を
活
用
し

て
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
イ
ベ
ン
ト
に

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

補
助
対
象
事
業　
市
内
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
１
０
０
個
以
上
利
用
し
て
飲
食

品
を
提
供
す
る
事
業

※　

補
助
対
象
と
な
る
の
は
、「
リ

ユ
ー
ス
食
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と

「
ふ
う
ネ
ッ
ト
」
に
加
入
す
る
事

業
者
か
ら
レ
ン
タ
ル
す
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

補
助
対
象
者　
市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
主
催
者
、
又
は
市
内
イ

ベ
ン
ト
で
飲
食
品
を
提
供
す
る
出

店
者

補
助
対
象
経
費

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
レ
ン
タ
ル
料

・
カ
ト
ラ
リ
ー
類
（
は
し
・
ス
プ
ー

ン
な
ど
）
レ
ン
タ
ル
料

・
レ
ン
タ
ル
に
か
か
る
配
送
料

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

グ
ッ
ズ
な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
リ
ユ
ー
ス

食
器
を
使
う
と
き
に
役
に
立
つ
い
ろ

い
ろ
な
グ
ッ
ズ
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

グ
ッ
ズ
の
一
例

・
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
営
テ
ン
ト

・
イ
ベ
ン
ト
用
ご
み
箱

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
旗

・
残
飯
回
収
用
ざ
る
、
バ
ケ
ツ
な
ど

相
談
に
応
じ
ま
す

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
い
た
い
け
ど

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

回
収
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応
じ

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
を
助
成

し
ま
す

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
利
用
に
対

し
て
助
成
し
ま
す

三
隅
発
電
所
１
号
機
運
転
に

伴
う
環
境
等
監
視
調
査
の
結

果
を
公
表
し
ま
す

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

火
災
が
起
き
た
と
き
の
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
お
願
い
及
び
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
せ
ん
か

生
活
・
環
境

石
見
交
通
バ
ス
路
線
の

バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　　　農業関係の補助制度を活用してください　　　
農業振興基金事業…市では「農業振興基金」を活用し、補助事業を行っています。
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農業経営体
育成支援事業

市内に農用地を有し、次のいずれ
かに該当する人
⑴　次のいずれかの経営耕地面積

があること
①水稲20ａ以上
②野菜及び果樹５ａ以上
⑵　農産物の出荷実績がある

○農地用施設整備事業（農
業用機械・かん水施設・
排水施設・防風施設など
の整備費の助成）

○販路拡大事業（専門家謝
金・デザイン委託費・デ
ザイン購入費などの助成）

経費の1/2
上限
５万円/１事業

・農林振興課農
業振興係
　☎�９５１０

・農林業支援セ
ンター
☎�３５００

・各支所産業建
設課

土地利用型作
物転作推進事
業

当該年度に国の経営所得安定対策
の水田活用の直接支払交付金の助
成を受けて、大豆を耕作する人

５千円/10ａ
浜田市農業再生
協議会

☎�３５００

担い手規模拡
大支援事業

市が実施する農地所有代理事業又
は農地中間管理機構が実施する農
地中間管理事業を活用し、５ａ以
上の農用地において３年以上の存
続期間を有する利用権設定をした
農用地の借受者

新規利用権設定
①３年以上５年未満
②５年以上

①１万円/10ａ
②２万円/10ａ 農林振興課農業

振興係
☎�９５１０更新利用権設定

①３年以上５年未満
②５年以上

①５千円/10ａ
②１万円/10ａ

農産物流通改
善事業

市内で農産物の直売所などを運営
する団体、自治会など地域住民で
組織する団体又は農業者などで組
織する団体

集出荷に利用する車両の燃
料費・人件費など集出荷の
運営に必要な経費の助成

上限25万円
農林振興課農業
振興係

☎�９５１０

原木椎茸生産
振興事業

市内に在住するいわみ中央原木椎
茸生産組合員で、ＪＡから原木を
購入して椎茸を生産する農業者

市内産のほだ木の購入費 購入費の1/2以内 農林振興課林業
振興係

☎�９５１０市外産のほだ木の購入費 購入費の1/3以内

畦畔等除草省
力化促進事業

自治会など地域住民で組織する団
体又は集落営農組織など農業者で
組織する団体

畦畔等除草対策準備事業 事業費の2/3以内
上限20万円

・農林振興課農
業振興係
☎�９５１０

・各支所産業建
設課

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付け

に要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化

施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②220円/㎡
上限150万円

そのほかの補助事業
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

農産物振興プ
ロジェクト事
業（組合せ作
物実証圃設置
事業）

組合せ作物（キャベツ・あすっこ・
アスパラガス・大豆）を初めて栽
培する人

種子又は苗木代・肥料代・
そのほか実証に必要な資材
に係る経費

上限
10万円/１ａ

農林業支援セン
ター

☎�３５００

農作物等獣被
害防止対策事
業

農業者又は農業者で組織する団体
で、次のいずれかに該当すること
①防護対象農用地が10ａ以上であ

ること
②農産物の出荷実績があること

獣被害防止のための防護
柵・捕獲器の設置費の助成

経費の1/2
上限
防護柵５万円
捕獲器８万円

・農林振興課林
業振興係
☎�９５１０

・各支所産業建
設課

認定農業者等
育成支援事業

市内の認定農業者及び集落営農組
織（法人含む）で、５年以内に現
状から２割以上の生産量増加又は
規模拡大を図ることが見込まれる
もの
※　事業採択については、農業経

営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械など
の整備支援）

経費の1/3以内
上限
200万円/１農業者 農林業支援セン

ター
☎�３５００販売力等強化事業

（ 農業に資する新商品の
開発及び販売に要する支
援）

経費の1/2以内
上限
10万円/１農業者

申請期限　４月２日㈪～５月31日㈭

　
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
区
域　
公
共
下
水
道
及
び
集
落

排
水
の
計
画
区
域
で
な
い
区
域

※　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

補
助
対
象

⑴　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
設

置
が
完
了
す
る
も
の

※　
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
。

※　
浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
施
工
す
る
こ
と
。

⑵　
専
用
住
宅
に
浄
化
槽
を
設
置
す

る
も
の
。
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

居
住
部
分
に
係
る
延
べ
床
面
積
の

割
合
が
２
分
の
１
を
超
え
る
も
の

※　
建
物
の
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的

で
、
浄
化
槽
を
設
置
（
増
築
・
改

築
又
は
移
転
を
含
む
）
す
る
も
の

は
対
象
外
で
す（
建
売
住
宅
な
ど
）。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
役

所
西
分
庁
舎
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

補助金額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・
三隅自治区

金城・旭
自治区

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８人槽以上 548,000円 588,000円
※　予算総額に達した時点で受付

を終了します。

申
請
先
・
問
合
せ　

下
水
道
課
管
理
係
・
施
設
係

☎
�
９
６
４
０
・
�
９
６
４
１

　

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

①
耐
震
診
断
事
業  

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建

築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

②
補
強
計
画
策
定
事
業 

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

③
耐
震
改
修
事
業

  

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、耐
震
改
修（
補
強
）工
事
を
行
う
。

④
解
体
助
成
事
業

  

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

対
象
住
宅　
次
の
全
て
に
該
当
す
る

木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の 

（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
）

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な
図
面

や
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係　

☎
�
９
６
３
２

補助率と補助限度額
経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む。）

100分の23 800,000円

解体助成 住宅の全てを除却するため
に要する経費 100分の23 400,000円

　

渡
り
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
、
国
内
の
野
鳥
や
香
川
県
の
家
き

ん
飼
養
農
場
に
お
い
て
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
国
内
で
の
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　
大
規
模
な
養
鶏
場
に
限
ら
ず
、
庭

先
で
飼
わ
れ
て
い
る
鶏
な
ど
で
こ
の

病
気
が
発
生
し
て
も
、
法
に
基
づ
く

防
疫
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
少
羽
数
家
き
ん

（
１
０
０
羽
未
満
）
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
人
に
つ
い
て
再
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
き
ん
飼
養
者　

鶏
・
あ
ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥
・
だ
ち
ょ

う
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
人

報
告
内
容　
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・

家
き
ん
の
種
類
・
羽
数

報
告
方
法　
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
す
で
に
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
郵
送
で
届

い
て
い
る
人
は
、
報
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※　
家
き
ん
飼
養
の
ご
連
絡
を
い
た

だ
い
た
人
に
は
、
今
後
も
家
畜
保

健
衛
生
所
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
病
気
な
ど
に
関
す
る
重
要
な

お
知
ら
せ
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

報
告
先
・
問
合
せ

・
川
本
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
８
５
５
�
９
８
０
５

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
�
９
５
１
０

申請方法など詳しくは
お問い合わせください。 浄

化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

住

宅

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す

産

業

地
域
活
性
化

１
０
０
羽
未
満
の
鳥
を
飼
育

し
て
い
る
人
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　宝くじの普及広報を目的として、その
受託事業収入を財源に実施している自治
総合センターの平成29年度コミュニティ
助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、
次の取組を行いました。
　今後もそれぞれの活動が活発になるよ
う取り組んでいきます。

問合せ
　まちづくり推進課地域づくり推進係　

☎�９２０１

　
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
23
日

㈪
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４
月
２

日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

な
ど

期
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
第
一

係
・
第
二
係　
☎
�
９
２
３
３

期
間　
４
月
24
日
㈫
～
５
月
11
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
※　
昨
年
と
場
所
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

※　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）・
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
産
税
課
資
産
税
第
一

係
・
第
二
係　
☎
�
９
２
３
３

　
市
で
は
、
産
前
・
産
後
の
家
事
支

援
の
た
め
に
、
産
前
・
産
後
家
事
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ

れ
、
妊
娠
中
・
出
産
後
の
家
事
支
援

を
行
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
、

体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
家
事
を
行

う
の
が
困
難
な
妊
産
婦
で
、
支
援

が
必
要
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容　
　

・
衣
類
の
洗
濯　
　
　
　
　
　
　

・
住
居
な
ど
の
掃
除
及
び
整
理

・
生
活
必
需
品
の
買
物　
　
　
　

・
そ
の
ほ
か
必
要
な
家
事
支
援

利
用
期
限　
妊
娠
中
か
ら
出
産
後
３

年
以
内

利
用
時
間
帯　
午
前
９
時
～
午
後
６

時
（
年
末
年
始
は
除
く
。）

利
用
料　

１
回
２
時
間
単
位
で
４
０
０
円

※　
延
長
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
１

時
間
ご
と
に
２
０
０
円
の
追
加
料

金
が
必
要
で
す
。

登
録
か
ら
利
用
ま
で

①
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、

市
役
所
本
庁
舎
子
育
て
支
援
課
、

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

②
後
日
、
登
録
決
定
通
知
書
が
届
き

ま
す
。

③
利
用
す
る
際
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
６
８
０
）
に

利
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い

申
請
先
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

小笹神楽社中
神楽衣装（６点）の整備

秘境奥島根やさか
ウルトラマラニック実行委員会
ウルトラマラニック大会の開催

　　　まちづくりの各種支援制度を活用してください　　　
　市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。
事業 対象団体 補助内容（対象経費） 補助金額（交付額） 申請期間 問合せ

まちづくり
総合交付金

町内会
など

まちづくりに関するソフト事業に係
る経費 団体ごとに積算した額 ４月

～６月末

まちづくり推
進課
☎�９２０１

市民協働活性
化支援事業補
助金

市民団体
など

社会貢献に関する事業・人材育成に
関する事業・芸術文化の振興に関す
る事業に係る経費

経費の 1/2 上限 20 万円
（予算総額に達した時点
で終了）

随時

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市内の団体
学生団体
など

・市内の団体が教員又は学生と共同
で行う交流・文化事業に係る経費

・教員・学生の団体が市内の団体と
共同で行う交流・文化事業に係る
経費

経費の 3/4 上限５万円
（予算総額に達した時点
で終了）

地域づくり振
興事業補助金

町内会
など

①防犯灯の新設・改修費
②集会所施設の改修及び用地取得費
③集会所施設の新設費
④防災訓練及び防災資機材整備に係

る経費

①上限８万円/基
②経費の1/3上限50万円
③経費の1/3上限150万円
④経費相当額（上限あり）
（予算総額に達した時点

で終了）

自治会
活動保険

町内会
など

町内会などが実施する事業で、事故
などが発生した場合に対する保険を
かけます。

－

農業関係の補助制度を活用してください（農業振興基金事業以外の補助事業）
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

新規就農者等
育成支援事業

次のいずれかに該当すること
⑴　青年等の就農促進のための資金

の貸付け等に関する特別措置法の
認定者のうち、農業経営を開始し
て５年以内であるもの

⑵　認定就農者のうち、農業経営を
開始して５年以内であるもの

⑶　新規就農者等育成確保推進事業
費補助金交付要綱の規定により、
市長の認定を受けた者のうち、農
業経営を開始して 3 年以内である
もの

⑷　⑴から⑶の規定によらず農業経
営を開始したものの内、５年後の
農業所得が 180 万円以上となるこ
とが見込まれるもの

⑸　３人以上農業者で組織する団体
そのほか市長が適当と認めるもの

※　事業採択については、農業経営
改善計画書などを作成の上、関係
機関で構成する審査会を経て決定
します。

農業用機械等整備事業
（農業生産に伴う機械な

どの整備支援）

・対象⑴～⑶に該
当するもの

経費の1/2以内
（上限
　200万円/１農業者）

・対象⑷⑸に該当
するもの

経費の1/3以内
（上限
　200万円/１農業者）

農林業支援セ
ンター
☎�３５００

販売力等強化事業
（農業に資する新商品の

開発及び販売に要する
支援）

経費の1/2以内
（上限
　 20万円/１農業者）

申請期限　４月２日㈪～５月 31 日㈭

ふるさと農業
研修生育成事
業

農業に対し意欲があり、次の全てに
該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を有

している（ＵＩターン可）
③普通自動車運転免許（ＡＴ限定は

不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農する

意欲がある

研修期間（６か月～12か
月）の研修手当及び住宅
手当

研修手当
　月額 15 万円
住宅手当
　家賃の 1/2
　上限２万円

農林業支援セ
ンター
☎�３５００

　貸したい人から農地を募り、「経営規模を拡大した
い」「農地をまとめたい」「新たに農業を始めたい」な
ど、借り受けを希望する人をマッチングして農地を貸
し付ける事業です。詳しくは、お問い合わせください。

問合せ　しまね農業振興公社農地集積推進委員
　　　　（浜田市・江津市担当）
　　　　☎080-2944-2366
　　　　農林振興課農業振興係　☎�９５１０
　　　　各支所産業建設課

平成29年度宝くじコミュニティ助成事業

税
務
・
納
税

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
の

評
価
額
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す子

育

て

産
前
産
後
家
事
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

農地中間管理事業
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
係

☎
�
９
３
３
０　

　

４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
手

当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 26810円 26940円
福祉手当
（経過措置分） 14580円 14650円

障害児福祉手当 14580円 14650円

特別児童
扶養手当

重度
（１級） 51450円 51700円

中度
（２級） 34270円 34430円

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
を
受

け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～

３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者

通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て
い
る

場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

助
成
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
又
は
バ

ス
券
の
金
額
は
１
３
５
０
０
円
分

で
す
。
交
付
限
度
額
以
内
で
あ
れ

ば
、
両
方
の
券
を
組
み
合
わ
せ
て

交
付
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚　
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
５
０
円

券
※　
人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ
ク

シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を
選
択

す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距
離
が
片

道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の
通
院
が
必

要
な
人
は
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
券
・

バ
ス
券
の
ほ
か
に
、
別
途
タ
ク

シ
ー
券
（
通
院
距
離
に
よ
り
１
か

月
４
枚
～
20
枚
）を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
２
日
㈪

※　
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ　

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ
ト
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

⑵　
⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度
に

現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
者（
申
請
者
）が
当
該
年
度（
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請

に
つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と
な
り

ま
す
。

要
件

⑴　
市
内
に
住
所
を
有
し
世
帯
全
員

が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は

前
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

⑵　
要
介
護
４
又
は
５
と
認
定
さ
れ

た
人
、
若
し
く
は
要
介
護
４
又
は

５
に
相
当
す
る
人

⑶　
在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続
し

て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
者（
申
請
者
）が
当
該
年
度（
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請

に
つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
と
な
り

ま
す
。

要
件

⑴　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

⑵　
支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年
間

の
う
ち
、
１
８
０
日
以
上
の
在
宅

で
の
療
養
期
間
が
あ
る
人

※　
家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

※　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
長
寿
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

係　
☎
�
９
３
２
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
平
成
30
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
世
帯
な

ど
へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万
円
以

内
、
就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、

生
活
費
加
算
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所（
園
）な
ど

に
５
年
間（
過
疎
地
域
は
３
年
間
）

勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免
除

募
集
期
間　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
18
日
㈮

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額　

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

　幼児期から就学前までの時期は子どもの社会性や
生活習慣が身につく大切な時期です。この時期に子
どもの健やかな成長を見守るとともに、家族の子育
てを支援するために、市では保育所（園）・幼稚園
巡回訪問事業を実施しています。

だれがするの？
　浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと保健
師が行っています。
浜田市特別支援連携協議会相談支援チームとは
　子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩みなど
を支援するスタッフです。
　メンバーは、西部島根医療福祉センター児童発達
支援保育士・児童相談所児童心理司・西部発達障害
者支援センターウインド相談支援員・知的障害児施
設こくぶ学園療育支援員・浜田養護学校教諭・浜田
ろう学校教諭・通級指導教室教諭・浜田教育事務所
指導主事・リハビリテーションカレッジ島根教員・
市医療専門監・教育委員会指導主事・市保健師です
（メンバーは変わることがあります）。

いつごろするの？
　年１回、５月から７月の間に各園をまわります。

どこでするの？
　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・児
童養護施設です。

なにをするの？
・スタッフが子どもの遊びの場面などに入ります。
・保育所（園）などの集団生活の中で子ども一人ひ

とりに応じた発達を促す保育のアドバイスを行い
ます。

・就学前の子どもで、就学後の学校生活に不安のあ
る場合は、就学先の学校へのつなぎなどの支援を
行っています。

・子どもの発達や発育などに心配のある保護者には
個別に相談に応じています。

※　子どもの集団生活の様子や発達などでお伝えし
たいことがある場合は、スタッフや園から保護者
に連絡をすることもあります。

　保護者や学校・地域の人がこの事業を知り、活用
してもらい、子どもの成長や発達を見守る輪が広
がっていくよう努めます。
問合せ　子育て支援課子ども家庭相談係
　　　　☎�９３３１

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
平
成
29
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※　
本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） 42290円 42500円

一部支給
（月額）

42280 
～9980円

42490 
～10030円

第２子
加算額

9990 
～5000円

10040 
～5020円

第３子以降
加算額

5990 
～3000円

6020 
～3010円

健
康
・
福
祉

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
30
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

子どもの発達・発育の相談に
巡回相談を活用してください

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り

ま
す

コラムコラム子育て
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

　春の気配もようやく濃くなりました。４月は日
本では花見や入学・入社の季節であり、年度の始
まりとされています。中国では新年の始まりは旧
正月ですが、新年度は１月から始まります。学校
の新学期の始まりは９月１日で、卒業は７月です。
　中国の４月と言えば清明節です。中国四大伝統
祝日の一つで、日本で言うとお盆のようなもので
す。「清明」は24節気の一つです。24節気とは、
太陰暦を使用していた時代に、１年を24等分し、
その区切りとされた期間につけられた名前です。
現在でも中国では、季節の節目を表す言葉として
使われています。皆さんがよく知るものには、立
春や立冬などがあります。「清明」は、春分の15
日後の４月５日付近をさし、春風が吹き、万物が
よみがえり、明るく生命力のあふれる清らかな季
節なので、その名が付けられました。「清明」の
あとは「穀

こ く

雨
う

」という節気で、雨がよく降ります。
そのため、雨が降る前にある清明節の日は、お墓
をきれいにして土をしっかりと盛り先祖を奉るよ
うになりました。
　清明節を含む３日間が連休となり、清明節の日
の早朝に墓参りをします。中国では、儒教の影響

で亡くなった後にあの世で生活しているという伝統
的な考え方があり、先祖があの世で不自由なく暮ら
せるように、紙のお金を燃やして送ります。それに、
肉や米、饅

ま ん

頭
と う

(中国の北方で食べられる主食で、小
麦粉で作られた中身のないパン)、酒、お茶、花輪、
たばこなどを供えます。近年では、紙製の麻雀やス
マートフォンも登場し、お供え物も時代とともに進
化しています。
　また、古来より「踏

タ ー チ ン

青」と言って、春を迎え家族
で郊外に行って散策したり、凧

た こ

を上げたりする習慣
もあります。沖縄にも清明祭り(シーミー )という伝
統行事があるようです。
　いかがですか。今回は清明節について話しました
が、お分かりになりましたか。それでは、新年度も
よろしくお願いします。

中国四大伝統祝日の一つ「清
せい　めい　せつ

明節」
于
う

　清
せ い

    

対
象　
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期
券

（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を
使
用
し
て
通

学
す
る
生
徒
の
保
護
者

※　
保
護
者
・
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
１
５
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合　

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
８
２
５
０
円
を
差
し
引

い
た
額

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

※　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度
内

で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※　
今
年
度
購
入
さ
れ
た
定
期
券
で

あ
れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後

の
申
請
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

交
通
学
校
支
援
係
☎
�
９
２
０
１

　

平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

※　
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
わ
り
ま

す
。

健
康
保
険
料
率
（
島
根
支
部
）

10
・
13
％
（
変
更
前
10
・
10
％
）

※　
健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

１
・
57
％
（
変
更
前
１
・
65
％
）

※　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率

が
加
わ
り
ま
す
。

問
合
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部
企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０

清明節の風習：凧
た こ

あげ

　

４
月
１
日
か
ら
休
日
応
急
診
療
所

の
受
付
時
間
を
新
設
し
ま
す
。

　
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
受

付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
休
日
応
急
診
療
所

場
所　
浜
田
市
役
所
本
庁
舎
地
階

開
設
日　
日
曜
日
・
祝
日

（
年
始
は
、
１
月
２
日
・
３
日
の
み

開
設
）

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

診
療
科　
内
科
・
小
児
科

※　
い
ず
れ
も
軽
症
患
者
を
対
象
と

し
ま
す
。

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係　
☎
�
９
３
１
０

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

　
事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料
が

６
３
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
３
０
０
０
０
円

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
今
年
度
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※　
た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
１
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
東
分
庁
舎
１
階
地

域
医
療
対
策
課
保
健
予
防
係
、
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係　
☎
�
９
３
１
１

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
の
た
め
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受

け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
浜

田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
人
も
含
む
）

⑵　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

⑶　
平
成
27
～
29
年
度
に
脳
ド
ッ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
５
月
～
12
月

検
診
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
Ｍ
Ｒ

Ｉ
頭
部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部

の
血
管
撮
影
な
ど

定
員　
３
０
０
人

自
己
負
担
金　
１
万
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診
希

望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
性

別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連
絡
先
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
役

所
医
療
保
険
課　
「
国
保
脳
ド
ッ

ク
」
係

申
込
期
限　
４
月
13
日
㈮
必
着

注
意
事
項　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金
属

製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
Ｍ
Ｒ

Ａ
を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
な

ど
に
ご
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。　

は
が
き
の
記
入
例

 （裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所医療保険課

「国保脳ドック」係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

※　
平
成
27
・
28
・
29
年
度
と
も
応

募
し
抽
選
の
結
果
落
選
に
な
っ
た

人
を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果

は
、
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
�
９
４
１
０

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た

り
の
保
険
料
は
、
１
６
３
４
０
円
で

す
。
前
納
制
度
、
免
除
制
度
な
ど
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制

度
　
学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
平
成
30
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
ま
で
で
す
。

※　
学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限

が
１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は
学
生

証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※　
平
成
29
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

☎
�
０
６
７
０

・
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
�
９
４
１
１

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
島
根
支
部
の
保
険

料
率
が
変
わ
り
ま
す

保
険
・
医
療

年

金

休
日
応
急
診
療
所
の

受
付
時
間
を
設
け
ま
す

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
月
額
は
１
６
３
４
０
円

国際交流員コラム
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伝 言 板
まちかど

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
17
日
㈰

受
付
期
間

書
面
申
請　

４
月
12
日
㈭
～
26
日
㈭

電
子
申
請　

４
月
９
日
㈪
～
23
日
㈪

試
験
地　
浜
田
・
出
雲
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係　
☎
�
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

４
類
を
受
験
す
る
人

日
時　
５
月
10
日
㈭

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡

婦
の
人

日
時　
奇
数
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
１
人
30
分
）

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料
（
要
予
約
）

申
込
み　
電
話
で
島
根
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
へ　
☎
０
８
５
２
�

５
９
２
０
（
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
）

日
時　
４
月
11
日
㈬
・
５
月
９
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
大
坪
住
宅
（
１
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

三
隅　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅　

波
佐
住
宅
・
旭
イ
ン

タ
ー
団
地
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　
浜
田
土
建
㈱

　
☎
�
１
４
１
７

対
象　
未
就
園
児
親
子

日
時　
初
回　

４
月
25
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

場
所　
美
川
幼
稚
園

料
金　
無
料
（
活
動
内
容
に
よ
り
実

費
負
担
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

申
込
み　
電
話
で
美
川
幼
稚
園
へ

　
☎
�
０
１
８
５

募
集
内
容　
浜
田
市
内
の
思
い
出
の

場
所
（
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
風
景
・
大
切
な
人
と
の
出
会
い

の
場
所
な
ど
）
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
中
学
校
３

年
生

日
時（
土・日
の
い
ず
れ
か
に
参
加
）

・
毎
週
土
曜
日

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

・
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム

対
象　
70
歳
未
満
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日
時　
４
月
12
日
㈭
～
平
成
31
年
３

月
７
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
23
回
）

午
前
10
時
～
正
午

料
金　
１
０
８
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

場
所　
い
わ
み
ー
る　

４
０
２
研
修
室

申
込
み　
講
習
会
１
週
間
前
ま
で
に

申
請
書
と
受
講
料
を
島
根
県
危
険

物
保
安
協
会
連
合
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
７
２
０
２

（
テ
キ
ス
ト
の
購
入
の
み
も
可
）

日
時　
７
月
１
日
㈰
～
８
月
31
日
㈮

の
平
日
、
お
お
む
ね
１
か
月
程
度

（
全
日
程
出
席
で
き
る
こ
と
）

場
所　
浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

定
員　
先
着
20
人

料
金　
４
８
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
込
み　

電
話
で
浜
田
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
へ　
☎
�
７
１

３
０
（
受
講
料
持
参
）

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日
時　
４
月
12
日
㈭
～
平
成
31
年
３

月
７
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
23
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料
金　
８
６
４
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

場
所　
い
わ
み
ー
る　
視
聴
覚
研
修
室

申
込
み　
４
月
11
日
㈬
ま
で
に
電
話

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
西
部
視
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
９
３
３

４（
12
日
㈭
に
会
場
で
も
受
付
可
）

申
込
み　
は
が
き
に
氏

名
・
学
年
・
保
護
者

氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
し
石
央

文
化
ホ
ー
ル
へ　

〒
６
９
７
‐
０
０
２

４　
浜
田
市
黒
川
町
４
１
７
５　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　
真
田
節
子
さ
ん　

　
☎
０
９
０-

３
１
７
３-

６
８
８
０

申
込
み

　

４
月
23
日
㈪
ま

で
（
必
着
）
に

住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
性

別
・
年
齢
・
内

容
を
記
入
し
郵
送
で

　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ

問
合
せ　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
０-

３
７
８
６-

５
０
０
０

島
根
県
で
の
番
組
放
送
予
定

　

６
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 練習日 練習場所 問合せ 電話番号

国府剣道 土 国府小体育館 市野不盡 �１０７８
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090-7774-3060
三隅柔道 月・水・金 三保公民館 平川隆夫 090-3373-0105
浜田テコンドー 火・金 石見公民館 田淵　裕 090-1337-1696
浜田中央（ソフトボール） 土・日・祝 原井小校庭 川辺孝之 090-3375-1258
国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 天野禎丞 080-6248-7455
西部野球 土・日・祝 周布小校庭 小田昭司 090-5692-9308
浜田市野球 土・日・祝 松原小校庭 三浦　聡 090-7779-1582
美川野球 土・日・祝 美川農村広場 長見優治 090-8241-3703
三隅少年野球クラブ 土・日・祝 田の浦公園ソフトボール場 倉井宏朗 090-6841-6365
雲雀丘（ソフトボール） 日又は土 雲雀丘小学校 堀内康二 090-8069-5522
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 奥本智之 090-3377-0054
国府バレーボール 火・木・土 国府小体育館 宮田　徹 080-1907-3637
周布バレーボール 水・土・日 周布小体育館 熊谷一二三 090-8992-2686
みすみSmileys（バレーボール） 月・水・日 三隅小体育館 村木勝也 090-1682-9110

入
団
申
込
み

対
象　
原
則
小
学
生
以
上

申
込
み　
左
表
の
問
合
せ
へ

団
の
新
規
設
立

問
合
せ　
教
育
委
員
会
内　
浜
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　

☎
�
９
７
２
１

お
題　
「
光
」

　
お
題
は
「
光ひ

か
り

」
で
す
が
、
歌
に
詠

む
場
合
は
「
光
」
の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
光
線
」、「
栄

光
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、
ま

た
、「
光
る
」
の
よ
う
に
訓
読
し
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み　
９
月
30
日
㈰
（
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　
宮
内
庁

「
詠
進
歌
」
へ

今年、中央図書館と三隅図書館は開館５周年を
迎えます。このたび、しまね子どもの読書等推進
の会浜田支部とはまだ図書館友の会による実行委
員会が立ち上がり、「Go(5) to the library! いこ
うやー、としょかん」を合言葉に５周年を祝う大
小様々な企画に取り組んでまいります。

市民の皆さんと力を合わせ、市民と共につくる図書館として飛躍の一年を目指します。

一例として、絵本作家による朗読会や声優によ
る読み聞かせ、各種講演会などを予定しています
が、同時に市民の皆さんによるパフォーマンスも
募集します。アイデアがありましたら、事務局ま
でお寄せください。

問合せ　図書館開館５周年記念事業実行委員会
　　　　事務局　中央図書館　☎�０４８０

中央図書館 三隅図書館

教
室・講
座

資
格・試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

相
　
　談

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律
相
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会移動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

美
川
幼
稚
園

「
な
か
よ
し
会
」参
加
者
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
８
春
の
旅
）

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
の
風
景
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

石
央
文
化
ホ
ー
ル

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
42
期
生

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

募
　
　集

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

平
成
31
年
歌
会
始
の詠進

歌
募
集

“Go(5) to the library! いこうやー、としょかん”
図書館開館５周年記念事業

アイデア・参加者を募集します
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浜田
市役所

東分庁舎

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

トイレ 祭り会場

駐車場

日
時　
４
月
15
日
㈰　
午
前
９
時

（
小
雨
決
行
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

内
容　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料
金　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

日
時　
４
月
８
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
及
び
浜

田
川
沿
い
道
路

（
当
日
歩
行
者
天
国
）

問
合
せ　
殿
町
商
店
街　
高
橋
写
真

館　
☎
�
０
５
６
３

日
時　
４
月
14
日
㈯

　
午
後
４
時
～
８
時

（
15
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
庭
園
を
開
放
）

場
所　
今
福
公
民
館

料
金　
お
茶
券　
大
人　
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
合
せ　
今
福
公
民
館

☎
�
２
０
８
３

日
時　
４
月
13
日
㈮　
午
後
２
時

場
所　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
か
わ

内
容　
お
菓
子
作
り
・
喫
茶
な
ど

料
金　
１
０
０
円

問
合
せ　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
か
わ

　
☎
�
０
３
４
８

日
時　
４
月
15
日
㈰

正
午
～
午
後
２
時

場
所　
海
の
み
え
る
文
化
公
園

料
金　
１
０
０
０
円

小
学
生
以
下
無
料

（
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

問
合
せ　
浜
田
市
に
桜
を
育
て
る
会

事
務
局
（
島
田
病
院
内
）

　
☎
�
２
５
１
１

日
時　
４
月
22
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

集
合
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
江
津
市
）
か
ら
現
地
へ

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

対
象　
島
根
県
在
住
の
20
歳
以
上
の

独
身
男
女
（
年
齢
の
上
限
な
し
）

日
時　
４
月
21
日
㈯　
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分 

（
開
催
時
間
中
は

自
由
に
入
退
室
可
能
）

場
所　
い
わ
み
ー
る　

４
階　

４
０

３
研
修
室

料
金　
無
料

申
込
み　
４
月
16
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
１
１
５
０

申
込
み　

４
月
７
日
㈯
ま
で
に
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
浜
田
市

テ
ニ
ス
協
会　
岸
本
隆
さ
ん
へ

　
☎
０
９
０-

８
７
１
６-

９
０
１
４

又
は
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

場
所　
三
宮
神
社

料
金　
５
０
０
円

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

☎
�
１
０
８
５

日
時　
４
月
15
日
㈰

午
後
３
時
～
６
時

場
所　
中
央
図
書
館　
多
目
的
ホ
ー

ル
第
２

料
金　
無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
合
せ　
島
根
県
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク

　
岩
田
さ
ん

☎
０
８
０-

２
９
３
４-

８
４
９
６

日
時　
４
月
15
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
３
時

日
時　
４
月
15
日
㈰
・
５
月
20
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
30
人
程
度

料
金　
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代

５
０
０
円
）

申
込
み　
電
話
で
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

場
所　
紺
屋
町
ロ
ー
タ
リ
ー

内
容　
県
大
生
の
屋
台
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
浜
田
の
野
菜
や
加
工
品
、

飲
食
物
の
販
売
な
ど

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎
�
９
２
０
１

日
時　
３
月
31
日
㈯
～
４
月
１
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

波
佐
公
民
館
・
美
又
公
民

館
・
今
市
公
民
館
・
和
田
公
民
館
・

都
川
公
民
館
・
市
木
公
民
館
・
木

田
暮
ら
し
の
学
校

内
容　
各
公
民
館
で
雛
人
形
を
展
示

※　
木
田
暮
ら
し
の
学
校
は
３
月
31

日
㈯　
午
前
９
時
～
正
午
は
見
学

不
可
。

日
時　
４
月
５
日
㈭
～
６
月
20
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

☎
�
６
４
５
３

日
時　
４
月
７
日
㈯
～
平
成
31
年
３

月
30
日
㈯
の
毎
週
土
曜
日

午
後
８
時
～
９
時　

※　

４
月
28
日
㈯
・
６
月
９
日
㈯
・

７
月
28
日
㈯
・
８
月
４
日
㈯
・
９

月
１
日
㈯
・
10
月
６
日
㈯
・
12
月

29
日
㈯
は
休
演
。

特
別
公
演　
４
月
21
日
㈯
・
６
月
30

日
㈯
・
８
月
11
日
㈷
・
12
月
22
日

㈯
・
平
成
31
年
２
月
23
日
㈯

午
後
８
時
～
11
時
30
分

日
時

前
夜
祭　

４
月
７
日
㈯

　
　
　
　
午
後
５
時
～
８
時

本
祭　
　

４
月
８
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

日
時　
４
月
１
日
㈰
～
30
日
（振）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生

以
上

日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

　
原
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
土
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
三
階
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料
（
体
験
会
）（
引
き
続

き
教
室
に
加
入
す
る
場
合
は
、
年

会
費
な
ど
が
必
要
）

申
込
み　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟　
白
瀬
亘
さ
ん
へ　
☎
�
０
６

９
０　
又
は
金
岡
敬
子
さ
ん
へ　

☎
�
１
８
７
３

※　
美
又
公
民
館
は
４
月
１
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午
は
見
学
不
可
。

問
合
せ

　
波
佐
公
民
館　
☎
�
０
１
４
６

　
美
又
公
民
館　
☎
�
１
７
０
４

　
今
市
公
民
館　
☎
�
１
７
５
７

　
木
田
公
民
館　
☎
�
１
１
０
５

　
和
田
公
民
館　
☎
�
１
９
１
８

　
都
川
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

　
市
木
公
民
館　
☎
�
０
０
７
７

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 締切日

シンチャオ・
ベトナム語講座

～入門～

４月16日㈪～６月25日㈪の毎週月曜日
午後７時～８時30分（４月30日（振）を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月13日㈮
（テキスト代2200円が必要な場合あり）

シンチャオ・
ベトナム語講座

～初級～

４月17日㈫～６月26日㈫の毎週火曜日
午後１時30分～３時（５月１日㈫を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月13日㈮
（テキスト代3300円が必要な場合あり）

于清の中国語講座
～入門Ⅰ～

４月12日㈭～６月21日㈭の毎週木曜日
午後１時30分～３時（５月３日㈷を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月10日㈫

于清の中国語講座
～初級Ⅰ～

４月12日㈭～６月21日㈭の毎週木曜日
午後７時～８時30分（５月３日㈷を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月10日㈫

韓国語講座
～初級Ⅰ～

４月10日㈫～６月19日㈫の毎週火曜日
午後７時～８時30分（５月１日㈫を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月10日㈫

韓国語講座
～中級Ⅰ～

４月10日㈫～６月19日㈫の毎週火曜日
午後４時～５時30分（５月１日㈫を除く） 浜田公民館 15人 3000円 ４月10日㈫

Ｐａｍの
英語講座

～初級～

昼 ４月11日・25日・５月16日・６月13日・27日
午後１時30分～３時 　　　　　　　（各水曜日） 石見公民館 15人 1500円 ４月９日㈪

夜 ４月18日・５月９日・６月６日・20日・７月４日
午後７時～８時30分 　　　　　　　（各水曜日）

Ｐａｍの
英語講座

～中級～

昼 ４月18日・５月９日・６月６日・20日・７月４日
午後１時30分～３時 　　　　　　　（各水曜日） 石見公民館 10人 1500円 ４月９日㈪

夜 ４月11日・25日・５月16日・６月13日・27日
午後７時～８時30分 　　　　　　　（各水曜日）

申込み　電話で浜田国際交流協会へ　☎�１２４１　　　　　　　　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

場
所　
大
平
桜
周
辺（
三
隅
町
矢
原
）

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

ライトアップ
　３月31日㈯～４月15日㈰
　午後７時～10時

石
見
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）

殿
町
商
店
街

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り

今
福
公
民
館

第
26
回
夜
桜
茶
会

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
か
わ

み
か
わ
か
ふ
ぇ

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

浜
田
市
に
桜
を
育
て
る
会

第
23
回
観
桜
会

第
１
８
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

石い
わ
み見

八や

え重
葎む

ぐ
らの

里
、
江
津
市

松
川
町
太
田
を
歩
く

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

個
別
相
談
会

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス 

＆ 

Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼
市　
同
時
開
催

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
ご
縁
ル
ー
ム
」

～
結
婚
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
つ

男
女
が
気
軽
に
集
ま
る
場
所
～

お
出
か
け

２
０
１
８
ぐ
る
っ
と

金
城
と
旭
の
雛
め
ぐ
り

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演

大
平
桜
ま
つ
り

石
州
和
紙
会
館

「
和
紙
と
写
真
と
の
融
合
」

写
真
展
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

第
１
部　
Ｔ
ｈｅ 

Ｋ
ａｇ
ｕ
ｒ
ａ

浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会
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企
画
展
「
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
に
出
会

う 

５
つ
の
扉
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

記
念
講
演
会

「
和
歌
山
か
ら
島
根
へ
‐
日
本
の
モ

ダ
ン
・
ア
ー
ト
を
発
信
す
る
」

日
時　
４
月
21
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
講
義
室

内
容　
企
画
展
の
開
幕
に
伴
う
講
演
会

講
師　
山
野
英
嗣
さ
ん
（
和
歌
山
県

立
近
代
美
術
館
長
）

定
員　
先
着
50
人

料
金　
無
料
（
申
込
不
要
）

益
田
お
や
こ
劇
場
連
携
・
人
形
劇
団

む
す
び
座

「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
～
魔
法
の
ラ

ン
プ
と
明
日
の
ヒ
カ
リ
～
」

日
時　
５
月
18
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

内
容　
親
子
で
楽
し
め
る
人
形
劇

料
金　
全
席
自
由

　
一
般　
前
売
り　

２
６
０
０
円

　
　
　
　
当
日　
　

２
８
０
０
円

　

３
歳
以
下
無
料
（
要
入
場
券
）

（
会
員
料
金
あ
り
）

特
別
展
「
ヤ
ド
・
カ
リ
る
？
」

日
時　
５
月
７
日
㈪
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
さ
わ
っ
て
ふ
わ
ふ
わ　
さ
わ
っ
て

ざ
ら
ざ
ら
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
４
月
９
日
㈪
・
23
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
各
回
先
着
30
人

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ヤ
ド
カ
リ
を
さ
が
し
に
行
こ
う
！
」

日
時　
４
月
８
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

４
月
19
日
は
４し

い

く

１
９
の
日

日
時　
４
月
19
日
㈭
・
21
日
㈯
・
22

日
㈰

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

（
体
験
イ
ベ
ン
ト
２
・
３
は
申
し

込
み
が
必
要
）

受
付
開
始
日

　

４
月
１
日
㈰　
午
前
10
時
～

体
験
イ
ベ
ン
ト
１

「
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

プ
ー
ル
の
裏
側
大
公
開
！！
」

日
時　
４
月
19
日
㈭
の
午
後
１
時
及

び
21
日
㈯
・
22
日
㈰
の
正
午
・
午

後
１
時
30
分
の
シ
ロ
イ
ル
カ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
終
了
後（
約
10
分
）

集
合　
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
プ
ー
ル

体
験
イ
ベ
ン
ト
２

「
ペ
ン
ギ
ン
飼
育
体
験
」

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
４
月
19
日
㈭
・
21
日
㈯
・
22

日
㈰

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

集
合　
ペ
ン
ギ
ン
館
ス
カ
イ
デ
ッ
キ

定
員　
各
日
先
着
10
人

体
験
イ
ベ
ン
ト
３

「
サ
メ
が
ぶ
り
ん
ち
ょ
！？
体
験
」

日
時　
４
月
19
日
㈭
・
21
日
㈯
・
22

日
㈰　
午
前
３
時
15
分
～
４
時

集
合　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員　
各
日
先
着
８
組
（
30
人
）

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

１
日
㈰　
周
布
青
少
年
保
存
会

　

８
日
㈰　
倭
川
戸
神
楽
社
中

　
15
日
㈰　
岡
崎
神
楽
社
中

　
22
日
㈰　
日
脚
神
楽
社
中

　
29
日
㈷　
熱
田
保
存
会

　
30
日
（振）　
都
治
神
楽
社
中

日
時　
５
月
～
12
月
（
平
日
年
６
回

程
度
・
第
１
回
は
５
月
中
旬
）

場
所　
三
隅
町
東
平
原

内
容　
西
条
柿
栽
培
に
つ
い
て
の
講

義
と
実
習

申
込
み　
４
月
27
日
㈮
ま
で
に
浜
田

市
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
３
５
０
０

日
時　
５
月
20
日
㈰

①
午
前
10
時
～
11
時
31
分

②
午
後
１
時
～
２
時
31
分

③
午
後
３
時
30
分
～
５
時
01
分

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

・
特
別
企
画

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
０
時
50
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

　
前
売
券　
一
般　
　

１
２
０
０
円

　
小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

　
当
日
券　
一
般　
　

１
４
０
０
円

　
小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

問
合
せ　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

☎
�
２
１
０
０

は
、
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係　
☎
�
９
７
３
０
・
石
央
文

化
ホ
ー
ル　
☎
�
２
１
０
０
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
松
江
放
送
局　
☎
０
８
５
２

�
０
７
０
０

日
時　
５
月
11
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
（
予
定
）

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演
予
定
者　

①
幸
助
・
福
助
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク

②
ザ
・
ぼ
ん
ち
、
タ
ー
ジ
ン

料
金　
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

申
込
み　
往
復
は
が
き
で
４
月
23
日

㈪
ま
で
（
必
着
）

入
場
整
理
券
申
込
み
往
復
は
が
き
の

記
入
方
法

 

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
８
５
０

１　
浜
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振

興
課
内
「
上
方
演
芸
会
」
係

 【
往
信
裏
面
】申
込
者
の
郵
便
番
号・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

 【
返
信
表
面
】申
込
者
の
郵
便
番
号・

住
所
・
氏
名

 【
返
信
裏
面
】
白
紙
の
ま
ま

※　
入
場
整
理
券
１
枚
で
２
人
ま
で

入
場
可
能
。

※　
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
当
選
・
落
選
結
果
を
４
月
下

旬
に
返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知
。

※　
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

日
時　
４
月
29
日
㈷

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
及
び

地
元
高
校
生

料
金　
無
料
（
要
整
理
券
）

※　
整
理
券
は
市
役
所
又
は
当
日
会

場
で
配
布
。

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

日
時
・
場
所

①
４
月
29
日
㈷

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

石
見
武
道
館

②
５
月
12
日
㈯

朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

③
５
月
20
日
㈰

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

問
合
せ　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室
（
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
石
見
支
所
）

☎
�
９
３
４
０

日
時　
４
月
28
日
㈯

午
後
４
時
～
５
時

場
所　
浜
田
公
民
館

日
時　
４
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

※　
参
加
者
に
サ
ポ
ー
ト
通
貨
「
神

楽
」
を
進
呈
。

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
４
月
22
日
㈰

午
前
７
時
30
分
～

場
所　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料
金　
メ
ン
バ
ー　

１
０
５
０
０
円

　
　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
８
０
０
円

（
参
加
費
・
食
事
代
を
含
む
）

※　
収
益
金
は
、子
育
て
支
援・青
少

年
教
育
育
成
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

申
込
み　
４
月
９
日
㈪
ま
で
に
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
へ　
☎
�
１
１
１
１

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
５
日
㈷
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
三
隅
公
園

内
容　
特
産
品
販
売・屋
台
村・紙
芝

居（
雨
天
中
止
）・石
見
神
楽
上
演

問
合
せ　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）
☎
�
１
０
８
５

日
時　
４
月
29
日
㈷

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

（
少
雨
決
行
・
雨
天
中
止
の
場

合
、
順
延
な
し
）

場
所　
栄
町
か
ら
浜
田
駅
前
銀
天
街

ま
で
の
商
店
街

講
師　
眞
田
幸
俊
さ
ん
（
真
田
家
14

代
当
主
・
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）

問
合
せ　
は
ま
だ
市
民
ラ
ラ
会

河
野
さ
ん　
☎
�
２
９
０
０

内
容　
大
名
行
列（
奴
隊
）・
子
ど
も

奴・各
種
パ
レ
ー
ド・市
民
の
楽
市

問
合
せ　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）
☎
�
１
０
８
５

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

西
条
柿
栽
培
講
座

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
映
画
上
映
会

第
91
回
キ
ネ
マ
旬
報 

文
化
映
画
第
１
位

「
人
生
フ
ル
ー
ツ
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
上
方
演
芸
会
」
公
開
録
音

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
in
は
ま
だ

今
年
は
「
70
周
年
」

２
０
１
８
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

第
10
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

～
彩
と
心
が
招
く

ふ
る
さ
と
三
隅
の
つ
つ
じ
祭
り
～

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

浜
っ
子
春
ま
つ
り
で
騎
乗
さ
れ
る

真
田
家
14
代
当
主
に
よ
る
講
演
会

「
真
田
家
と
浜
田
藩
の
ご
縁
」
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
「
公
開

講
座
会
員
」制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
特
典
と
し
て
、
会
員
証
の
発
行
、

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の
提
供
、
修

了
証
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館
、
及

び
本
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
、
更
新

手
続
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※　
詳
し
く
は
、
公
開
講
座
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

　
総
合
政
策
学
部
全
１
年
生
対
象
の

必
修
科
目
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
」
の
最
終

プ
ロ
セ
ス
と
な
る
合
同
成
果
発
表
会

を
、
１
月
25
日
㈭
に
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
浜
田

市
内
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
さ

ん
や
、
企
業
・
行
政
関
係
の
人
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
、
全
15
ゼ
ミ
に
よ

る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
評
価

シ
ー
ト
を
用
い
て
、
各
成
果
発
表
に

つ
い
て
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
は
後
日
の
授
業
で
、
学
生
た

ち
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
月
14
日
㈬
、
地
域
振
興
や
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
卒
業
研

究
・
論
文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
奨
励
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
学
部
生

４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
研
究
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
来
場

さ
れ
、
熱
心
に
聴
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
最
優
秀
賞
】　
秋
田
明
以
莉

　
学
生
に
よ
る
地
域
活
動
の
継
続
性

確
保
に
つ
い
て
～
L
B
‐
1
グ
ラ

ン
プ
リ
を
事
例
と
し
て
～

【
浜
田
市
長
賞
】　
秋
田
明
以
莉

【
奨
励
賞
】（
50
音
順
）

秋
田
明
以
莉
・
加
藤
嵩
・
小
瀧
真

由
・
新
立
航
也
・
高
橋
健
太
・
廣

井
修
平
・
淀
渕
史
織

①
ロ
シ
ア
の
魅
力

日
時　
５
月
９
日
㈬　
午
前
10
時
20

分
～
11
時
50
分

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

講
師　
ナ
タ
リ
ア
・
ボ
ル
ホ
ド
ー
エ

ワ
さ
ん
（
島
根
県
国
際
交
流
員
）

②
「
税
関
」
そ
の
役
割 

～
安
全
・

安
心
な
社
会
を
目
指
し
て
～

日
時　
５
月
９
日
㈬　
午
後
６
時
15

分
～
７
時
45
分

会
場　
講
義
・
研
究
棟
大
講
義
室
１

講
師　
佐
藤
誠
さ
ん
（
神
戸
税
関
浜

田
税
関
支
署
長
）

問
合
せ　

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

　
現
在
、
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
多
種
多
様

な
木
の
お
も
ち
ゃ
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
日
本
製
の
木
の
お
も
ち
ゃ

を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
な
ど
海
外
の

ユ
ニ
ー
ク
な
木
の
お
も
ち
ゃ
が
勢
揃
い
。
遊

び
方
に
広
が
り
が
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
を
存

分
に
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
27
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　
　
　
　

２
０
０
円

　
浜
田
市
出
身
の
写
真
家
・
河
野
英
喜
さ
ん
の

写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
慣

れ
親
し
ん
だ
「
石
見
神
楽
」
を
テ
ー
マ
に
、
石

見
神
楽
面
の
制
作
の
様
子
を
撮
影
し
た
作
品
約

40
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

会
期　
４
月
15
日
㈰
ま
で

料
金　
入
場
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
っ
端
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
》

◎
４
月
１
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
木
の
コ
マ
を
つ
く
ろ
う
》

◎
４
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
パ
ズ
ル
》

◎
４
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
木
の
鉛
筆
づ
く
り
》

◎
４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
各
日
先
着
30
人

《
木
の
チ
ッ
プ
で
か
ざ
る
写
真
立
て
》

◎
４
月
28
日
㈯
～
30
日
（振）

参
加
費　
５
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。（
参
加
受
付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。）

４月の休館日
月曜日　２日・９日・16日・23日

　「玉
ぎょくせきろく

石鹿」という中国のお話の一つ。 
　貧しくも心優しい少年チンフーは、お母さんの遺言を
守り、 西方の仏さまを目指して幸せ探しの旅に出ます。
そして、その旅の途中で出会う人たちに、仏さまに会っ
たら自分の悩みの答えを聞いてくれと頼まれます。
　仏さまの前で、限られた時間しかない中、チンフーは 
何をお願いするのでしょうか？
　自分のことより人のことを心配し、思ってあげること
のできる優しさと愛を、この絵本が教えてくれます。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
標
語

　
「
は
じ
ま
る
よ
！　
本
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」

　

４
月
23
日
㈪
は
、「
世
界
本
の
日
」・「
子

ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
に
も
っ
と
本
を
！
と
い
う
願
い
の
も
と
４

月
23
日
㈪
か
ら
５
月
12
日
㈯
ま
で
を
「
こ
ど

も
の
読
書
週
間
」
と
し
て
、
各
種
啓
発
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
読
書
を
勧

め
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
子
ど

も
の
読
書
の
大
切
さ
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ

が
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
３
年
ご
と
に
更
新
の
手
続

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
更
新
時
期
を
一
定
期

間
過
ぎ
た
場
合
に
は
、
貸
出
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

窓
口
で
更
新
手
続
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

手
続
に
必
要
な
資
料　
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
学
生
証

な
ど
）

※　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

瀬戸内寂聴：文
はたこうしろう：絵

講談社　（分類　Ｅハタ）

日本製の木のおもちゃ

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー裏面の
くらしのサービスガイドをご覧ください。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.256

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.174
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

公
開
講
座
会
員
募
集

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン・フ
ィ
ー
ル
ド・

セ
ミ
ナ
ー
合
同
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を
含
む

優
秀
卒
業
研
究
・
論
文
の
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た

公
開
講
座
の
ご
案
内

図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央図書館 ☎�0480  9:00～19:00 ９日㈪・23㈪
金城図書館 ☎�1823

 9:00～17:00 ２日㈪・９日㈪
16日㈪・23日㈪

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

遊
べ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
展　
開
催
中

河
野
英
喜　
写
真
展

「
伝
承
の
技
ー
石
見
神
楽
面
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
評
開
催
中

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

こ
ど
も
の
読
書
週
間

利
用
者
カ
ー
ド
の
更
新
に
つ
い
て

司書のおすすめ

「幸せさがし」



世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,644 19,159 21,321 40,480
金 城 1,894 2,083 2,210 4,293

旭 1,351 1,371 1,406 2,777
弥 栄 680 630 690 1,320
三 隅 2,865 2,907 3,196 6,103
合 計 26,434 26,150 28,823 54,973

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

（単位：人）
人　口（２月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　学業のかたわら、幼い頃から音楽を続けてき
た琴野家３兄弟（浜田市出身）による初の合同
コンサート。ピアノソロをはじめ６手連弾、管
楽器など多彩な楽器でポップスやクラシックを
披露します。3人の息の合った軽やかな演奏を
お楽しみください。

日時　４月１日㈰
　午後２時～３時30分
会場　石正美術館創作室
料金　入場無料
演奏　コトノブラザーズ
　　　　琴野一心さん
　　　　　　海流さん
　　　　　　研志郎さん

　
「
石
本
正
作
品
選
１
」
で
は
、「
絵

を
か
く
こ
と
は
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」

と
語
り
、
生
涯
を
か
け
て
美
を
追
求

し
た
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市
三
隅

町
出
身
）
の
95
年
の
生
涯
を
紹
介
し

ま
す
。

　
約
２
千
点
の
収
蔵
数
を
誇
る
石
本

作
品
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
名
作
を
年

　

石
本
正 

素
描
展
「
イ
タ
リ
ア
の

思
い
出
」で
は
、石
本
が
憧
れ
の
地・

イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
を
旅
し
た
時
に
描
い
た
数
多
く

の
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
、
そ
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。

　
画
家
の
心
震
え
る
感
動
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
に
触
れ
、「
絵
を
み
る
よ

ろ
こ
び
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
期　
６
月
24
日
㈰
ま
で

料
金一

般　
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。　

　浜田市三隅町には、全国で五本の指に入る桜の
古木と言われる樹齢約６００年の「大平桜」をは
じめ、地域の人々に愛され続けている一本桜がた
くさんあります。山中にひっそりとたたずむその
姿は、あたかも誇り高き石見人そのものを見るよ
うです。
　本展では、桜と対面した感動を表現した絵画や
写真など、石見ゆかりの作家の作品を展示します。
　
会期　４月３日㈫～15日㈰
※　最終日は午後３時まで
会場　石正美術館ギャラリー
料金　入場無料

春
～
か
え
で
・
旅
立
ち
ラ
イ
ブ

日
時　
４
月
14
日
㈯　

　
午
後
２
時
～
３
時

料
金　
入
場
無
料

４
回
に
分
け
て
展
示
し
、
い
つ
で
も

石
本
正
の
美
の
世
界
を
ご
堪
能
い
た

だ
け
ま
す
。

会
期　
６
月
24
日
㈰
ま
で

◀
石
本
正
「
牡
丹
」
１
９
９
９
年

３
月
３
日
㈯
、
第
３
回
山
陰

浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
が
、
し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
１
２

４
チ
ー
ム
９
８
９
人
の
選
手
が

参
加
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
は
、
マ
リ
ン
大
橋
の
勾
配
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
爽
や
か
な

潮
風
を
受
け
、
仲
間
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
た
め
力
走
し
ま
し
た
。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁
　

〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎

0855‒22‒2612（
代
表
）

　
　
http://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
係
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

４ 平
成
30
年

N
o.204

広
報

石
本
正 

素
描
展

「
イ
タ
リ
ア
の
思
い
出
」

◎コトノブラザーズコンサート ◎【ギャラリー展】石見の桜展

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
８
年
度

石
本
正
作
品
選
１

今月の表紙


